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序

古

瀬

大

山
ノ、

　
コ

　

 筆

者

は

一
昨

年

の
本

誌
上

に

お

い

て
、
数

學

的

計

書

法

の
微

分
方

程
式

に
よ

る
解

き
方

を
述

べ
た
。

然

し

、
そ

れ
が

果

し

て
、

一
般

的

に
牧

束

す

る

も

の
か
ど

う

か

、

に

つ
い

て
は

、
何

も
言

う

こ
と

が

で
き

な

か

つ
た

。

其

後

、

一
ヶ
年

牛

a
間

、
研

究

を
績

け
た

結

果

、

そ

の
牧

束

性

を
誰

明

で
き

る
よ

う

に
な
り

、

ま
た

、
方

程
式

の
形

そ

の
も

の

に

つ

い

て
も

、
種

々
の
改

善

を
加

え

る

こ
と

が
で
き

た
。

昨

年

の
末

に
は
、

こ

の
方

程
式

を
利

用

し

て
、

線
型

計

叢
法

を
瞬

間

的

に
解

く

こ
と

の

で
き

る

ア
ナ

ロ
グ
型
計

算

機

の
試

作

に
成
功

し
た
。

以

下
、

こ
れ

ら

の
黙

を
取

り

ま

と

め

て
、
敏

學

的

計
豊

法

・
ゲ

ー

ム
理
論

・

一
般

均
衡

論

を

研
究

さ

れ

て
お

ら
れ

る
方

々

の
御
参

考

に

供

し

た

い
と
思

う
。

註1
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商
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一
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廿
八
年
七
月
)、

一
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頁
。

第
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2

商

學

討

究

第
五
巻

第
四
號

第

■
節

鞍
鮎

問
題
を
微
分
方

程
式

で
あ
ら
わ
す

こ
と

　
ユ

　

ま

す

、

ク

ー

ン
及

び

タ

ッ
カ

ー

の
、
鞍

鮎

問
題

に
つ

い

て

の
次

の
定

理

か

ら
出

稜

す

る

。

〔
ク

ー

ン
及

び

タ

・
カ

ー

の
定

理
〕

z
個

の
非
負

攣

激

よ

り

な

る
ヴ

ェ
ク

ト

ル

x
と

、

m
個

の
非

負
攣

敏

よ
り
な

る
ヴ

ェ
ク

ト

ル

u
と

の
微

分
可

能

函

敏

$
(
劉
層
自
)

が
、

黛

♂

二
。
)仏
災

図
・ご
β
。
)
撚
魯
(
吃

埴巳

h霞

費
口

図
W
P

q
W
O

な

る
關

係
式

を
成

立

せ

し

め

る
と

こ
ろ

の
或

る
非

負

値

ゴ

、

u。

(
鞍

鮎

)

を

持

つ
た

め

に
は

、

次

の
田

か
ら

四

ま

で

の
關

係

の
成

立

っ
こ

と

が
充

分

で
あ

る
。

{一
}

轟

眺
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轟
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睦
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メ
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図
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卸
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擁
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O
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W
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〆
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。
)
十
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詣
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亀

)
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巴

一
6
W

O

恩

・
・
(
図
3

昌
。
)

急

ξ

(
〆
。
・

目
。
)

`

鋳

-

図
鱒

β
・
ー
晶

画
。
念㌣
ξ

》∵

$
㎎
」

「
ズ
魯

巨
(
吃

}

口o
)
＼一

℃

ー

)∴

.

。

図
N

ー

図

胴

一
鴇
(

置
昌
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)
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一

目
巨
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β
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こ
れ

を

使

つ
て

、
次

の
定

理

を

誰

明

し
よ
う

。

〔
定

理
〕

$
(
×
博自
)

が

u
の
任
意

の
非
負

所
與
値

に
劉

し

、

x
の
総

て

の
非

負

値

に

つ

い

て

8

β
。
薯

o

で
あ

り

(則

ち
、

任
意

の

β
o
W
O

に
封

し

て
図

が

成
立

ち

)
、

ま

た

、

x
の
任
意

の
非
負

所
與

値

に
封

し

、

u

の
総

て

の
非

負
値

に

つ

い

て

8

β
〈
①
図
で
あ

る

(
則

ち

,
.任
意

の

図
o
W
O

に
野

し

て
囲

が

成
立

つ
)
な

ら

ば

、

次

に
示

す
聯

立

微
分

方

程
式

の
解

は

、

総

で

の
非
負

初

期

値

に
封

し

、
φ

の



3

鞍
瓢

に
牧
束
す

る
。
但

し
図

と
四

と
が
何
れ
も
等
號

を
と

る
と
き
は

、
牧
束
性
を
も
た

な
い
。

　図
員

11

窃
(
図

ご

S
x
,
)

$
x
戸

堕

図
戸
(
O
)

W

O

一
11

ど

…

…

℃

N

窮

&

(ξ

1
魯
』
)
魯
ご

昌
.ス
O)
w
.

!

ー

B

(郭

窃
(暮

)
⊥

随

野

。.輩

軽

の

鞍

黙

問

題

を
解

く

こ
と

の

で
き

る
微

分
方

程
式

と

し
て

は

、
右

の
個

の
他

に
も
、

次

の
よ

う
な

も

の
を
考

え
る

こ
と

が

で

き

る
。

図
μ
H

$
×
一
{
寒

図
召

)
}

{瞬
鑑

逸
竃

ー

ー

-
ー

ー

ー
)

§

け
↓

8難

響

器

難

騨
鱒

ヨ

け
↓

8

こ
れ
ら
が
牧
束

す
る
な
ら
ぽ
、
そ
の
牧
束
値

は
φ

の
鞍
黙

に
な

る
こ
と
は
、
容
易

に
誰

明

で
き
る
。
然
し
な

が
ら
、
そ

の
牧
束
性

に
つ

い

て
の
謎

明
は
倒
式

の
よ
う

に
簡
輩

に
は
行

か
な

い
。
以

下
㈲
式

に
つ
い
て
の
み
誰

明
を
行

い
、
㈲
、
例

に
つ
い
て
は
、
そ

の
慮

用
を
論

-

25

す

る
際

に
、
併

せ

て
論
す

る

こ
と

と
す

る

。

4

鞍

点

問

題

の
微

分

方

程

式
解

法
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岬

第

二
節

牧

束
値

が
鞍

鮎

に

一
致

す

る

こ
と

の
謎

明

方

程
式

個

の
初
期
値

は

非
負

で
あ

る
か

ら
、

x
の
う

ち

の
何

れ

か

一
つ

の
憂

激

K
、
が
或

る
有
限

期

間

中

引

績

き
負

に
な

る
た

め

に
は

、

そ

れ
が
減

少

し

て

♂

H

O

軸
を

切

る
瞬

間

に
お

い

て
、

曾

一
く

O

が

成

立

た

な

く

て
は
な
む

な

い
。

と

こ

ろ

が
、

窃
(
図
ご

貸

一
)

と

い
う
項

が
存

在

す

る
た

め

に
、
そ

の
瞬
間

に

図
一
11

0

と

な

つ

て
、

K
、
は
0

の
ま

ま
動

け

な

く
な

つ

て
し

ま

う

、
從

つ

て
、

x
は

、

初
期

値

が
非

負

で
あ

る
限

り
、

決

し

て
負
値

を

と

る
こ
と

は

な

い
。

u
に

つ
い

て
も

ま

た

同
様

で
あ

る
。

こ

の
方

程
式

㈲

に

從

つ

て
動

く

限

り

、

x
、

u
の
非

負
値

條

件

は
自

動

的

に
確

保

さ
れ

る

こ
と

に
な

る
。

㈲

式

の
解

が

(
網
ロ
≧

ロ
)

に
牧

束

す

る
も

の
と
仮

定

す

れ

ば

、
(
図
ロ
彰

ロ
)
は

㈲
式

の
特

異

鮎

と
な

り

、
次

の
式

を
満

足
す

る
。

　{
闘職

{麺

晶
鴛

～誌
麟
『鎚
酔

ひ
胃
ぜ
訴

(・・)
、

炉

、
四

の
要
素

の
う

ち

、
0

で
な

い

(
則

ち

、
正

の
)

要
素

岬

、

19
」
に

つ

い

て
は

、

潴

㍉

晶

』
の

値

が

何

で

あ

つ

て
も
δ

の
値

は

必

す
ー

で
あ

る
か

ら
、

の
{
鷺

鰐

.

{㊤)

が
成

立

つ
。
其

他

の
.
則

ち
O

の
値

を

取

る
要
素

押
,
、

19」
に

つ
い

て
は
、
矧

が
成

立

つ
た

め

の
必

要

十
分

條

件

は

、



5

'

「

轟

賦

。

τ

駅

。

と

な

る
。

翻

と

煙m

と

を
併

せ

て
考

え

れ
ば

,
樹

式

の
牧

束
値

姐

、
炉

は
、
田

と
囲

の
條

件

を

悉

く
満

足

す

る
。
同

時

に
ま
た

、
前

提

に

よ
り

φ

は

図

、
四

の
條

件
を

既

に
満

し

て

い
る
か

ら
、

ク

ー

ン
及

び

タ

ツ
カ

ー
の
定

理

に
よ

り
、
㈲

の
牧
束

値

(
図
ロ
勘β
ロ
)

は

、
φ

の
非

負
攣

域

に

お

け

る
鞍

鮎

に
外

な

ら

な

い
。

,

'

こ

こ
で
、

こ

の
牧

束

黙

(
メ
ロ
看
ロ
)

が
唯

一
黙

し
か
存

在

し

な

い
こ
と
を

確

か

め

て
お
く

必

要

が
あ

る
。

そ

こ
で
、

(
メ
ロ
植β
ロ
)

の
外

に
も

う

一
つ

の
別

の
…田
、
図

、
図

、
…四

の
條

件

を

み
た
す

黙

(
図
●
"β
●
)
が

存
在

す

る
と
す

れ
ば

、

ク

ー

ン
及

び

タ

ッ
カ

ー

の
定

理

に
よ

り
何

れ
も

鞍

黙

で
あ

る
か
ら

、

S
(
罵
●
噂亀

)
肱
息
(
図
。
≧
。
)
肱
息
(
図
。
ヨ

●
)

$
(
図
。
ヨ
・
)
杁
$
(
図
●
ヨ
●
)
眺
$
曾

3
詔
。
)

と

な

る
。

こ
れ
が

矛
盾

な

し

に
成

立

つ
た

め

に
は

息
(
図
●
ヨ

。
)
H
息
(
吃

L
。
)
H
$
(
図
3
ロ
●
)
H
息
(
吃

石

●
)

で
な

く

て

は
な
ら

な

い
。
從

つ

て
、

(
図
。
鳩吃

)
"
(
図
。
乙
.
ン

(
図
●
造
。
)
噂
(
図
.
賃
.
)

の
四

黙

を
結

ぶ

四

邊

形

の
等
φ

李

面

が
存

在

し

、

そ

の
李

面

上

の
総

て

の
瓢

が
田

か

ら

四

ま

で

の
條

件

を

み
た

す

。

故

に
圏

の
牧

束
鮎

が

二

つ
以
上
存

在

す

る
と
す

れ
ば

、
そ

れ

は

必
ら

す

同
じ

等

φ
奉

面

上

に
存

在

し
な

け

れ
ば

な

ら

な

い
。

通
常

そ

う

で
あ

る

よ
う

に
、

φ
が

x
、

u
に

つ
い

て
連
績

な

二
次

導

函

数

を

持

つ
場

合
に
は
・
あ

薔

竺

簿

牧
縮
す
る
か
ら
・
一
ら

の
牧
蕪

は
・
里

跨

馨

て
し
琴

・
從
つ
て
・
φ
が
驚

で
は
な
し
に
・

姻

鞍
点
問
題

の
微

分
方

程
式
解
法



76

商

學

討

究

第
五
春

第
四
號

鞍
線
鞍
面
等
を
も

つ
極

め
て
特
殊
な
場
合
を
除

き
、
個

の
解

は
必
ら
す

、
唯

一
つ

の
黙

に
向

つ
て
牧
束
す

る
。
換
言
す
れ
ば
、
小
域
的

で

284

は
な
し

に
、
必
ら
す
大
域
的
牧
束

性
を
持

つ
こ
と

が
保
誰

さ
れ
る
。

第

三
節

牧

束

性

の

誰

明

一
般

に
微

分
方
灘
式

の
解

の
牧
束

性
を
誰

明
す

る
に
は
、
線
型
方
程
式

で
あ

れ
ば
、
特
性
根

の
實
部

が
負
と
な

る
こ
と
を
立
誰

す
れ
ば

よ

い
。
然

し
、
倒
式

の
よ

う
な
非
線
型

の
場
合

に
は
、
そ
れ
は
不
可
能

で
あ
る
。
牧
束
黙

の
近
傍

で

マ
ク

・
ー
リ

ン
展
開

を
施
し
て
線
型

化
す

れ
ば
、
そ

の
特
性
根
を
槍
討
す
る
こ
と
が

で
き

る
け
れ
ど
も
、
そ

の
結
論

は
、
あ
く
ま

で
も
牧
束
黙

の
近
傍

に
お
け
る
小
域
的
牧
束

性

に
つ
い
て
の
み
當

て
は
ま

る
に
す
ぎ
な

い
。

非
線
型
微
分
方

程
式

の
大
域
的
牧

束
性
を
槍
討
す

る
方
法
と
し

て
、
最
近
、
位
相
面

に
よ

る
方
法

が
盛

ん
に
使
わ
れ

る
よ
う

に
な

っ
て

き
た
。
し
か

し
、
こ
の
方
法
が
有
敷

に
使
え

る
の
は
、
せ

い
ぜ

い
三
階

(
一
階

な
ら

三
攣
敏

)
ま

で
で
あ

つ
て
、
筆
者

の
場

合

の
よ
う
な

一
般
的

な
多
攣
激
函
数

で
は
適

用
不
可
能

で
あ
る
。

そ

こ
で
、
本
論
文

に
お
い
て
は
、
黙
列

の
牧
束
性
を
定
め
る
場
合

に
塵

々
用

い
ら
れ

る
と

こ
ろ

の
、
牧
束
黙
と

の
間

の
距
離

の
時
間

的

攣

化
を
見

る
こ
と

に
よ

つ
て
、

こ
の
難
黙
を
回
避

し
よ
う
と
試

み
た
。
牧
束

が

時

間

的

牧

束

と
し

て
表
わ

さ
れ
る
な
ら
ば
、
そ

れ
は
ま

た
、
同
時
に
、
牧
束
黙

の
安
定

性
を
も
誰
明
す

る

こ
と
に
な

る
で
あ
ろ
う
。

或

る
時
黙

に
お
け
る
倒
式

の
解

の
、
鞍
黙

(
図
3

吃

)
か
ら

の
距
離

r
は
、
左

の
式

で
表

わ
さ
れ

る
。

ロ

う
げ

.

目
鵠
H

図

(
図
一
-

誌

)
、。
+

図

(
8

ー

轟

)
圃

け

　

こ
の
距
離

の
時
間
的
墜
動
傾
向
を
見

る
た

め
に
、
爾
邊

を
t

に
つ
い
て
微
分
す
れ
ぱ
、

コ

ふ

　

ヨ

　

昌

11

図

(
図
"
i

詮

)
卸

+

図

(
5

1

晶

)
ヨ

H

μ

!

'
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7ゆ

更

に
、

樹

式

か

ら

・
x
、

・
u

の
値

を

代

入

す

る

こ

と

に
よ

り

、

　

れ

ロ
コ

昌

11

図

窃
(
図
ご

貸

一
)
.
(
図
一
ー

銘

)
曾

一
-

図

窃
(
ロ
ご

ー

魯

一
)

(
～

ー

轟

)
魯

一

巨

μ

μ

と

な

る
。

解

(
図
噂μ
)

の
蓮
動

過

程

に
お

い
て
、
或

る
有

限
期

間

中

、
引
績

き
0

の
値

を
保

つ
若

干

の
礎

籔

ゼ

、
㎡

が
あ

る
な

ら
ば

.
そ

の

期

間

中

は
、

・

{
録

M
∵

麗

騒

が
成

立

た

な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

從

つ

て
ま

た

、

動
(嶋

℃
$
臓

)
11

0

{
占

(轟

・
轟

)
"
o

な

る
關

係

が
保

た

れ

る

こ
と

、
言

う
ま

で
も

な

い
。

そ

れ
故

、
そ

の
期
間

中

の

r
の
攣

動

に

つ
い

て
は
、

　

　

曽

"

欧

(
図
1

誌

)
貸

陥

昨

(g
㌣

目
哺
)
魯

]

.

,

§

μ

H

㌦

日
管

(
A同

C

M
U
M
口
再

ノ

図
一
11

P

8

1-

O

洋

び

一
し

轡
粥

～

,〔
旨
=
輯

縛

び

α

伽

轡
勃

縛

)

け

μ

と
書

く

こ
と
が

で
き

る

。

他
方

、
前

提

に
よ
り

φ

は

、
任
意

の
非

負

な

る

u
に
樹

し
、

x

の
総

て

の
非
負
値

に
つ

い
て

8

昌
。
署

o

で
あ

り
、

ま

た
、

任

意

の
非

鞍

点

問

題

の
微
分

方

程

式

解

法

429
、
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8

商

學

討

究

第
五
巻

第
四
號

負

な

る

x
に
封

し
、

u
の
総

て

の
非

負
値

に

つ
い
て

。
。
賢
〈
。
図

で

あ

る
か
ら

、
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$
(
図
ヨ

レ
)
肱

$
(
区
2

g
>
)
+

$
ゆ
、(
図
!
メ
レ
)

帖
o
円

巴

一

属
詣

〉
り
賃
レ
W

O

{$
(
図
♪

β
)
W

叉

麟
♪

零

)
十

忌
恥
、(
自
-
自
レ
)

h
o
憎

三

一
×
レ
≧

召

>
W

O

右

の

第

一
式

に

つ

い

て

は

図
↓

図
〉
博

図
〉
↓

図
噛
β
レ
↓

犀
■

第

二
式

に
つ
い

て
は

図
レ
↓

層
u

弼
↓

部
レ
堕

β
〉
当

と

、

符

號

を

童
日
き

換

え

て
も

差

支

な

い
か

ら

、

、

冷

、
(
掴
-

×
レ
)
賦

$
(
き

百
)
ー
$
(
図
〉
る

)

h
。
円

瀞
=

区
・
×
〉
・
⇔
W

o

P

-

S
氏

(
郵
ー
β
〉
)
隣

$
(
き

号

)
-

$
(
図
ヨ

)

h
自

琵

夢

9

毫

W

o

こ

れ

を

邊

々
相

加

え

て

、

$
図
、
(
菌
ー

図
レ
)
1
$
=
、
(
昌
レ
目
〉
)
賦

$
(
図
乙

レ
)
I
S
(
客
〉
召

)

h
o
円

瀞
一
一
図
噂ロ
藷

♪

口
>
W

O

が

得

ら

れ

る

。

こ

の

(
区
2

巨
レ
)
は

、

非

負

値

で
あ

り

さ

え

す

れ

ば

、

右

の
關

係

式

を

成

立

さ

せ

る

か

ら

、

そ

れ

を

個

式

の
牧

束

黙

(
掬
。
匂

β
。
)

に

と

れ

ば

ね

う
り

】

(
図
一
-

誌

)
$
爵

ー

】

(
5

ー

蕊

)
曾

』
肱

$
(
×
乙

。
)
ー

$
(
図
。
ヨ

)

隔
自

夢
嵩

図
ヨ

W

O

罵

μ

μ

と

な

る
。
と

こ
ろ

で
、
樹

の
牧
束

黙

(
メ
。
≧
。
)

は
、
(
図
噛詳
)

の
非
負

攣

域

に
お

け
る
函

敏

φ

の
鞍

黙

で
あ

る

こ
と

、
既

に
前

節

に
お

い

て
鐙

明
す

み

で
あ

る
か

ら
、



》

9

S
(
図
石

。
)
肱

$
(
図
。
造

。
)
肱

$
(
図
。
乙

)

h
o
肖

筥

一
図
ヨ

W

O

●.・

$
(
ど

吃

)
ー

S
(
吃

る

)
肱
O

、

h
自

9
ロ

ど

望
W

O

が
成

立

ち

、

こ

の
關

係

を

曲

式

に
代

入

す

れ

ば

、

ヘ

コ
リ

図

(
図
一
-
銘

)
S
×
一
-

図

(
8

1
墨

)
魯

」
撚

O

出
霧

鉾
仁

き

目
W

O

印

け

に
到
達

す

る
。

こ

の
㈲
式

の
攣

敏

が
圖

式

の
そ

れ

に

一
致

す

る
場

合

を

考

え

る
な

ら

ば
、

㌦

巨
蔚

宴

ヨ
亭

図

(
区
一
-

銘

)
貸

一
-

図

(
8

ー
甚

)
魯
』
賦

図

義

驚

一
ー

図
一
轟

魯

』

β

昌

　

印

斗

目
☆

(
へ
腰
C

M
ご

M
一
算

'

図
一
11

P

5

H

O

録

が

一
己

言

O

く
・ぺ

㊦

勢

雪

醤

縛

が

α

伴

轡
蜘

↓

)

印

μ

然

る

に
、
囮

式

よ
り

{讐

∵

μ∵

で
な

け

れ
ぼ
な

ら

な

い
か

ら

、
結

局

㍉
、

ヨ
*

図

(
×
曲
-
銘

)
曾

一
-

図

(
8

ー

為

)
§

一
杁

O

μ

　

鞍
点
問
題

の
微
分
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程
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解
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覧

ρ

10

商

學

討

究

第
五
巻

第
四
號

が
成
立

つ
こ
と

に
な

る
。

覗

と

こ
ろ

で
、
㎝
式

を

使

つ

て
、

㎜
[式

を
書

き

な

お
す

と

、

　

　

ロ

れ

リコ

羅

11

図

(
図
一
-
箆

)
貸

回
-

図

(
5

ー

轟

)
魯

』

ド

に

と
な

る
。

こ
れ
を
圃
式

に
代

入
す

れ
ば

、

薗

広

O

が

得
ら

れ

る
。

右

の
式

で
等

號

が
成

立

っ
の
は

、
解

(
目
鳩"
)

が
、

黛

図
ヨ
⇔
)
11
呉

メ
。
召
。
)
11
念
(
ど
亀

)

な

る
匝

域
内

に
あ

る
場

合

,
則

ち

,
鞍

黙

(
図
。
鴇
β
。
)
を
含

む

等

φ
室
間

(
黙

、
面

、

立
膿

、
等

)
上

に
あ

る
場

合

で
あ

る
。

こ

の
場

合

に
は

、

こ

の
等

φ
室
間

内

の
総

て

の
黙

は

、
鞍

黙

に
な

る
。

こ
の
室

間

内

で
は
、

娠

、
九

は
悉

く
0

と

な

り

、
解

は

全

く
動

か
す

、
軍

一

鞍

瓢

の
場
合

を
除

い
て
、

中

立
的
安

定

歌

態

に
あ

る
。

更

に
ま

た
、

φ
が

x
、

u
の
双

一
次
形
式

の
場

合

に
も

、

x
、

u
の
総

て

の
非
負

値

に
つ

い

て

$
(
塑

亀

)
"
$
(
図
。
石
。
)
11
$
(
図
。
ヨ

)

が
成

立

ち

、
從

つ

て
。
r
は
0

と
な

る

。
但

し
、

こ

の
場

合

に
は

、

解

が
鞍

黙

を

原

貼

と
見
傲

し

た

と

ぎ

の
座
標

軸

の
う

ち

の

一
つ
を
横

切

る
瞬
間

に
」
そ

の
座

標
軸

方

向

へ
の
運

動

分
力
、

則

ち

φ

の
導

函

敏

が
零

と

な

る
だ

け

で
、

他

の
分
力

は
正

又

は
負

の
値

を

と

る
か

ら

、
解

は
停

止

せ
す

に
、
運

動

を
績

け

る
。
蓮

動

を
績

け
な

が

ら

、

而

も

・
r
が
0

で
あ

る

と

い
う

こ
と

は
、

初
期

に
お

け

る
鞍

鮎

か
ら

の
距

離

を

そ

の
ま
ま
保

ち
な

が
ら

、

(
N
十
影
)

次
元
超

球

面

上

を

永

久

に
振
動

し
績

け

る

こ
と

に
外

な

ら
な

い
。

右

の
二

つ

の
場

合
を
除

け
ば

、

必
す

、



11

臨

く

O

の
成

立

つ

こ

と
が
誰

明

さ
れ
た

わ

け

で
あ

る
。

則

ち

、
最

初

か
ら

鞍
黙

上

に
あ

る
場

合

を
除

け
ば

、
任

意

の
非
負

な

る
初

期
値

か

ら
出

稜

す

る
圏
式

の
解

は

、
そ

の
ま

ま
鞍

黙

と

一
定

距

離

を
保

ち

つ

つ
非

減
蓑

振
動

を
績

け
る

か

、
ま

た

は

、
唯

一
つ
の
鞍

黙

に
向

つ

て
軍

調

に
牧

束

す

る

か
、

何

れ

か

で
あ

つ

て
、
決

し

て

爽

散

す

る

こ
と

は
な

い
。
從

つ

て
、
複
合

鞍

瓢

の
場

合

を
除

き

、
鞍

瓢

は
完

全

に
安

定

で
あ

る
。

解

が

非
減

蓑

な

場

合

に
は

、
個
式

を

次

の
よ
う

に
修

正
す

る

こ
と

に
ょ

つ
て
、

牧

束

性

を

賦

與
す

る

こ
と
が

で
き

る
。

図
一
11

動
(
図
=

曾

'
十

息
×
旧
)
・
(
曾

"
十

$
さ

)

℃

同
　
(
O
)
W
O

一
11
討

…
…

"

N

窮

"
墓
勤
(ξ

ー

$
5

星

響
」
)
●
(
魯
』
+

警
』
)

忌

(
.
)
w
.

コ

…

忌

徹
て

そ

の

一
般
的
誰
明
は
別

の
機
會

に
譲

る

こ
と
と
し
、
線
型

の
場
合

に

つ
い
て
の
み
、
第

五
節

で
鐙

明
を

與
え

て
お
く
。

第

四
節

反
慮

係
激

に
つ
い
て

倒
式

の
右
邊

に
、
如
何
な

る
正

の
常
敏

を
掛

け
て
も
、
解

の
牧
束
性
は
保
存

さ
れ
る
。
永
久
振
動

の
場
合

に
つ

い
て
右

の
よ
う
な
操
作

を
加

え
て
も

、
や
は
り
永
久
振
動

の
解
が
得
ら
れ

る
だ
け

で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
修
正
は
、
Z
十

m
吹
元
塞
間
内

の
総

て
の
瓢

に
お
け
る
解

の
蓮
動
方
向
を
決
定
す

る
ヴ

ェ
ク
ト

ル

(
図
噂
目
)

の
各
要
素

を

方
向

を
攣

え
る
こ
と
な
し

に
軍

に
常
数
倍
す

る
だ
け
で
あ

る
か
ら
、
そ
れ
は
軍

に
、
積
分
曲
線

の
岡
型
を
、
鞍
黙
を
中

心
と

し

て
そ
れ
ぞ

れ

の
座
標
方
向

に

一
定
割
合

で
引

き
の
ば

し
、
叉
は
縮

め

る
だ
け

で
あ

る
。
從

つ
て
、
特
異

黙
、
則

ち
鞍

瓢

の
位
置

は
攣
ら
す

、
鞍
黙

へ

の
牧
束
性
も
依

然
と
し

て
保
持

さ
れ

る
。

直
観
的

に
は
、
反
慮
係
籔
が
大
き
い
ほ
ど
、
牧
束
速
度

が
速
く
な

る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
全
憂
敏

の
反

懸

係

数

が

同

一
値

P
で
あ
れ

ば
♂

の
値
は
P
倍
に
な
り
・
饗

は

、7

倍
に
な
る
・
或
る

福

の
欝

の
反
甕

度
が
増
し
た
場
食

及
び
蓼

の
欝

の
懸

速

↓

鞍
点

問

題

の
微

分

方

程

式

解

法

433



12

商

學

討

究

第
五
管

第
四
號

度

が
種

々
の
割

合

で
増

し

た
場

合

に

、
必
す

・
r
が

大

と
な

る
か

ど

う
か

、

に

つ

い

て
は
、
別

の
機

會

に
槍

討

し

て

み
た

い
。

ノ㈲

式

の
場
合

に
は
、
同

一
攣
激

に
封
す

る
残

又
は
軋

に
つ
い
て
の
反
磨

係
敏

と
、
そ

の
時
聞
微
分

に
つ
い
て
の
反
慮

係
敏

と
が

異

な

る
場
合

を
も
、
考

え
て
み
な

け
れ
ば
な
ら
な

い
。
元

の
式
が
牧
束
す
れ
ば
,

残

に
つ
い
て
は
全
攣
激

に
封

し
て
同

一
値

P
を
、
そ

の
時
間

導
函
敏

に
つ

い
て
は
全
攣
敏

に
封

し
て
同

一
値

q
を
與

え

て
も
、
牧
束
性
は
保

存

さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
然
し
、
そ

の

p
と

q
と

の
比
率

が

各
攣
敏

ご
と

に
ぱ

ら
ぱ
ら

で
あ

る
と
、
稜

散
す

る
可
能
性
が
あ

る
。
そ

の
誰
明

は
、
線
型
の
場

合

に
つ
い
て
第

六
節

に
示
し

て
お
く
が
、

一
般
的
鐙

明
は
次
回

に
譲

る
。
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嗣
式

に
お

い
て
、
各
攣

敬
ご
と

に
異
な
る
正

の
反
態

係
敏
を
掛

け
た
場
合
、
牧
束
性
は
保
存

さ
れ

る
け
れ
ど
も
、
軍
調
牧
束

性
は
必
す

し
も
保
存

さ
れ
な

い
。
何

と
な
れ
ば
、
臓

の
右
漫

の
諸
項

の
う

ち
、
或

る
時
鮎

に
於

て
正
値

を
と

る
も

の
が
少
く
と
も

一
つ
存
在
す
る
か

ら
、
そ
れ

に
封
す

る
反
鷹
係

敏
を
充
分
大
き
く
と
る
こ
と

に
よ
り
、
右
邊
全
艦

の
値

を
或

る
期
間
内

に
お

い
て
負
か
ら
正

へ
縛

ぜ
し
め
る

こ
と
が
可
能

だ
か
ら

で
あ
る
。
各
攣
敏

は
、
何

等
か

の
非
線

型
振
動
を
績
け
な

が
ら

、
次

第

に
鞍

窯

に
向

つ
て
牧
束
し

て
行
く

で
あ
ろ

う
。

第

五
節

二

次
形
式

の
鞍

窯

S
(
図
・β
)

が

、

x
、

u
に

っ
い

て

の
二

次
形
式

で
あ

れ

ば
、

解

析

的

手
績

を

十

分

に
利

用

す

る

こ
と

が

で
き

る
。

B
を

任
意

の

昌
×
員

の
實
常

敏

行
列

と

し

て
、

息
(豊

点

〕
ゴ

包

+
3

+
①

㈲

の
聯
立
微
分
方

程
式

は
線
型

に
な

る

の
で
、

わ
れ
わ
れ

の
使
い
慣
れ
た



幽
13

'

駐
)と

お

け

ば
、

こ
れ

に
樹

す

る
㈲
式

は

、

,'『

蝦ジ
巽

∴
〔↑≠
　嘲　≒

㌶

∵
一〔い

と

な

る

。

こ

こ

で
簡

輩

の
た

め

に
、

げ
二
+

び
暮

巳

拠
ざ

憎

墨

』

∴

・

鞍

「
鰐
ほ

惑

「

蟄
旨

・.
亀.
.
.欝
=

蓼
=

・
5
.
.
.欝
こ

∵

2

、
二

、
捧

2

N

制
+

U

・
、
,
・

1

卸

N
+

目
》
N
+

一

.

■

-

勲

二

N
+

一

.
,
.
。
.
・

ー

蟄

=
5

/

O

1

3

+
ζ

二

.
:

.
,
導

出

ヨ

「

……

1

孕

ご
‡

　

…

・

ー

帥
　{

"

㌦

鞍
点
問
題

の
微

分

方
程
式
解
法

.

.2

=

〕

…

ぎ

一田

》

"

.

.

-

夢

、
+

ご

=

∂

」

・

躍

国

M

一 一＼

＼

島

/

{

。
2

川

。

-

角
三

.

[」
匙

O

"

昌

"

』
十

琴

1

鉾

軸
+

】
L

.

……

ー
3

弘

.

.
・
.
◎

1

鋒

胸
+

ゴ

倒

…鴨

-

鑓
ξ

鈴 欝
～ ρ■」

ey'.・,齢.tN

十 詣

　己 　

o・ ・

鑓 欝～ 一

昌 冨

＼______一

田

」435
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商

學

討

究

第
五
巻

第
四
號

3

(
属
ご

.息
×
叫
)

、

一

…
「…郷導

と

お

け

ば

、
面

は

同
11
勲
(
b
k
十
〇
)
昌
㍗
〔
(
国
十
国
ζ

十

〇〕

㊧

と
記

す

こ
と

が

で
き

る
。

定
義

に
ょ
り

、

ξ

+

び
ご

び
ご
+
ξ

欝
ご

H

ー

,
博
ー

1

・

3

戸
-ー

ー

,回

i

ー

・.・

勲
こ
H
3
一

(一
し
11
ど

・…
ご

]じ

と
な

る
か

ら
、
B

の
形

が

何

で

あ

つ

て
も

、

H

は

必

ら
す

劉

構

行

列

に
、

K
は

必
ら

す
逆

封
稽

行

列

に
な

る
。

δ

が
若

干

の
攣

激

に
つ

い

て
0

と
な

つ
て

い
る
場

合

で
も

、

こ

の
關
係

は
攣

ら

な

い
。

と

こ
ろ

で

二

次
形
式

が

。
8

。
碧

①

で
あ

る

こ
と

と
、

そ

れ
が
負

牛

定

型

で
あ

る

こ
と

と

は
恒

等

で
あ

り

、
ま
た

、
そ

れ
が

8

β
〈
①
図

で

　
　

　

あ

る

こ
と

と

正

年
定

型

で
あ

る

こ
と

と

は
恒

等

で
あ

る
か

ら

、
前
提

に
よ
り

、

〔
巴

切

〔
巴

肱
。

・

h・
邑

碧

.
w
。

量

〔
図
。
5
〕
切
〔
酬
.
∀

。

む

;

7

.
轟

。

436



15

こ

こ

で

、

吃

"
ρ

昌
。
11
0

と

お

い

て

も

差

辿

之

な

い
か

ら

、

〔
葱

〕

{-
[
冥

〕

・
〔
呂
。。
〔
巴
{
ゆ
〕
じd
〔
ゆ
〕
{
響

〔
酬
〕
+
〔
随
∀
〔
鱒
〕

-
〔
巴
A
似
∀

。

Hー

算

轟

。

。

。

肱

。

O

O

恰

O

β

目

ー

h
O
目

欝
一
一
き

百
W

O

ナ

8琶

則

ち

,
H

は
必
然

的

に
負

牛

定

型

と
な

る
。

x
、

u
の
う

ち
若

干

が
0

と
な

つ
て

も

こ

の

性

質

は

攣

ら

な

い
。

從

つ
て
、
E

の
若

干

の

行

と
、

そ

れ
と

同

じ
順

番

の
列

と

を

除

い
た

小

行

列
も

ま

た

、
負

孚

定

型

で
あ

る
。

　
ヨ

　

問

題

は

、
從

つ

て
、
H

が
負

牛
定

型
な

る
場

合

の
、
A

の
特

性

根

如
何

、
と

い
う

こ
と

に
な

る
。

こ
こ

で

ベ

ン
デ

ィ
ク

ソ

ン
の
定

理

を

使

う
o〔

ベ

ン
デ

ィ
ク

ソ

ン
の
定

理
〕

n
次

の
實
行

列

A

の
特

性

根

の
實

部

を

袋
+
曾

と

し
、
卵
(
b
+
P
、)

大
値

を

M

、
最

小
値

を

m
と
す

れ
ば

(憎
と

も
一順
・・
、

障
岬

ρ

三

譜

慌

鎖
.酬
2
訂
}

(
び
)

冒

W
袋
W

目

が
成

立

つ

。

と

こ

ろ

で
、
今

の
場

合

、

鞍

点

問

題

の
微

分

方

程

式
解

法

な
る
封
稻
行
列
の
特
性
根
の
最

437
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商

學

討

究

第
五
巻

第

四
號

.

国

"
嘲
(
p
+
p
、
)

384

で
あ
る
か

ら
、
A

の
特

性
根

の
實
部
は
、
右

の
定

理

に
ょ
り
、
月

の
そ

れ

の
最
大
値

と
最

小
値

と

の
外

に
出

る
こ
と
は
あ
り
之
な

い
。
他

方

、
右

の
㈲

よ
り
明
か
な
ご

と
く
、
封
精

行
列

の
特

性
根

は
必
す
實
敏

で
あ

り
、
目

つ
ま
た

、
負
牛
定
型
封
稻
行
列

の
特
性
根
は
必
す
非

ハ
お

　

正

で
あ

る

か

ら

、

M

も

m
も

、

正

と

は

な

り

得

な

い
。

從

つ

て

、

A

の
特

性

根

も

ま

た

、

正

の
實

部

を

持

ち

得

な

い
。

右

の
性

質

は

、

若

干

の
攣

数

に
封

し

て
δ

が

働

い

て

い

る
場

合

に
も

成

立

つ
か

ら

、

⑬

式

の
解

は

そ

の
特

異

黙

に
向

つ

て
牧

束

す

る

。

逆

封

稽

部

分

K

が
0

で

あ

れ

ば

、

右

の
定

理

の
㈲

に

ょ

り

、

偽
"
O

と

な

り

、

A

の
特

性

根

は

純

然

た

る

非

正

實

敏

に
な

る

か

ら

、

牧

束

性

は

軍

調

的

で
あ

る

。

然

し
な

が

ら

、

K

が
0

で

な

い

と

き

は

、

盧

激

部

分

を

伸

い

、

從

つ

て
、

⑬

の
解

は
減

衰

振

動

に

な

る

。

註1

慰
島

昌

9。
づ
山

目
琴
冨

「
噛
2
0
邑
ぎ
①
碧

午

o
αq
箪
ヨ
白
言
αq
"
ω
。
o
§
畠

膨
。葺
巴
遭

もD
M
ヨ
℃
島
三
ヨ

8

三
9
骨冨

5
曽
凱
巴

Q慶
臼
二
旨
o
ψ
⇔
昌
畠

中
o
ぴ
呂
田
受
矯
℃
.畠
9

　『
①
日
巳
9
夢
・

2

井
關
清

志

「
行
列

の
特
有

根

の
限
界

」
高

敷
研
究
、
第

七
巻
第

五
號
、

昭
和
十

八
年

二
月
號
、

十
七
頁

。

3

遠
山
啓

「
行
列
論

」
共

立
全
書

、

一
五
五
頁

。

第

六
節

双

一
次
形
式

の
鞍

鐵

前
節

の
鋤
式

が
何
れ
も
等
號
を

と
る
場

合

に
は
、

〔
巴

・
〔
巴

-
。

§

費

高

。

と
な

る
。

こ
れ

が
成
立

つ
た

め

に
は

国

11
0

で
な
く

て

は
な

ら

な

い
。
從

つ

て
B

も

ま

た

、
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mt『
i

O

切

"

京

+
一
噌一

・
…

『

+
ζ

∫

∵
…
…
ギ

ね

コ
ら

息

(
図

噂
目

)

"

図

図

、-

-

一
11

一

』
11

一

と

い

う

双

一
次

形

式

に

な

り

、

団
11
動
、
(
国
団
十

〇
)

げ げ
N　 6

o

十 一'響 十
　凸 　

げ … 畠.げ
,r
:5

＼

な

る
形

を

持
た

な

く

て
は
な

ら

な

い
。

こ
れ
を
⑯
式

に
戻

せ
ば

、

げ
.、。+
』
撃

+
』.ず

号

3

+

・

そ

の
微

分

方

程
式

は

と
な

る
。

K

は
逆

封
稻

で
あ

る
か

ら

、
右

の
方

程
式

の
特

性

根

は
純

虚

激

と
な

り

、
從

つ

て
非

減
衰

振
動

解

の
み
を
も

つ
。
δ

の
作

用

に

よ

り

K

の
次
敏

が
減
少

し

て
も

や
は

り
同

檬

に
非
減

衰

振
動

で
あ

る
。

こ

れ
を
鞍

黙

(
吃

u目
。
)

に
牧

束

さ

せ

る
に

は
、

第

三
節

の
末

尾

に
述

べ
て

お

い
た

よ
う

に
、
・娠

、
・
鑑

項

を
追

加

し

て
や
れ

ば

よ

い
。
則

ち

、

次

の
よ
う

な
形

に

な

る
。

団
H
窃
、
{
閑
(
団
+

団
)
+
。
}

、

量

　

∴

響

,

.

鞍
点

問
題

の
微
分
方
程
式
解

法

439
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商

畢

討

究

第
五
巻

第
四
號

そ

の
特
性
根
を
㌍
と
す

れ
ば
、

404

解

霧
緒

国
丁

。

§

然

る
に
、
K
は
逆
劉
精

で
あ

る
か
ら

、
そ

の
特
性
根
は
純
虚

数
で
あ

る
。
そ
れ
を

鑑

と
お
け
ぼ

N
。

11

巴

H
十

㍉
。

1

粘

蟄

、
・

N
。

11

目
古

『

+

ド
+

澗

一

.

ー
粘

集

、
・
男

(
、
。
)
駐

一

+
弘

く

o

從

つ

て
、
方

程
式

吻

の
特

性

根
㌍

は
複
素

敏

で
あ

り

、
そ

の
實

部

は
必

す
負

で
あ

る

。
則

ち

、

・
y
.の
追

加

に
よ

つ

て
、解

に
牧
束

性

を

與

え

る

こ

と
が

で
き

る
。

ユ

のカ

次

に
、
面
式

の
左
邊

に
、
そ
れ
ぞ
れ
異

つ
た
反
鷹

係
激
ん

、
…
…

、
ん

を
乗
す

れ
ぱ
、
圏
式

は

-
占

-
↓

闘

」

極
ゴ

。d

-
。

H
＼
誓

。

皿

薗

C

¢

11

O

卦

、

讐

密

>

O

　
ユ

　

と
な

る
。

K
は
逆
封
稽
實
行
列
、
B

は
甥
稽

實
行
列

6
あ
る
か
ら

、
ヤ

＼
(
H
十
N。
)
は
や
は
り
純
虚
敏

で
あ
り
、
從

つ
て
、
炉

の
實
部

は

必
ら
す
負

で
あ
る
。

そ
れ
故
、
反
懸
係
敏

は
正
値

で
あ
り
さ
え
す
れ
ば
、
牧
束

性
を
失
わ
せ
る
心
配

は
全
く
な

い
。

■
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然

し

、

・
y
に
蜀

し

て

、
各
攣

数

ご

と

に
異

な

る
係

激

91
、

…

…
、

%

を
乗

す
る
場

合

は
、

そ

う
簡

翠

に
は

い
か
な

い
。
但

し

、
8

n

留

H
…

…

"
ρ
冨
で
あ

れ

ば

。

P
の
方

は
各
攣

数

毎

に
異

つ

て
も

、
牧

束

性

を
失

わ

し

め

る

こ
と

は
な

い
。

何

と
な

れ

ば

陸

&

・
{図
(
マ

§

+
。
}

娼韓

†

舞

〕
ー

ー

ー

,

で
あ
る
か
ら
、
特
性
根
を
汐

と
す

れ
ば

国
」

非

.
団

丁

。

'

蜜

切
H

H奄
/

。

一

〇

H
＼
℃
旨

と

な

る
。

前

と

同

じ

理

由

に

ょ

り

、

函
。
＼
(
戸
+
£

。
)

は

純

虚

数

と

な

る

か

ら

、

莞

11
該

昌
+

£

。

ト

㍉.
」

離

卸驚

+
訓

暫

一

二

〉
。

●..

剴
(
㍉
。
)
>

O

依
然

と

し

て
特

性

根
瀞

の
實
部

は
負

で
あ

り
、

牧

束

性

は
保

存

さ
れ

る

。

…鞍

点

問
題

の
微
=
分
方

程

式

解

法

441
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註1

こ

の
定

理

は
、

今

迄

に

記

載

し

六
人

は

な

い
よ
う

で
あ

る
が

、

そ

の
謹

明

に

容

易

で

あ

る
。

[
国
l
N
切

「
11
0

な

満

足

す

る

λ

な

ρ

と
す

れ

ば

、

囚
×
u

N
o
田
翼

な
満

足

す

ろ
零

な

ら

ざ

る

ヴ

ェ
〃

ト

ル

x
が

必
ず

存

在
す

る
。

K

に

逆
封

稻

で

あ

る

か
ら

(
囚
x
脳

)
11

1
(
き

内
諸
)

こ

れ

に

困
図
"
も

ヒd
図

な

代

入
す

れ

ば

、o
(
切
さ

×
)
11

-
N
o
(
♂

団
×
)

然

る

に
B

は

封
稻

行

列

で

あ

ろ

か
ら

。

(
切
さ

×
)
"
(
さ

切
属
)

。

N
o

ロ
ー

≒

　∴

基

・
Y

。

442

 

,

,

第

二
葦

若

干

の

鷹

用

例

,

第

圃
節

線

型

計

書

法

　
　

メ
　

り

線

型
計

書

を

其
艦

的

に
解

く

計

算

手

績

と

し

て
は
、
既

に

∪
導

♂
臥
σq

の

ω
一B
覧

Φ
図

嵐
①
夢

0
9

が
存

在

す

る
。

慣

れ

さ

え
す

れ
ば

、

簡

軍

な
卓

上

型

手
動

計

算

機

を

使

つ

て
、
充

分

實

用

的

な

速

さ

で
答

を

出

す

こ
と
が

で

き

る

。
然

し

、
攣

数

の
敢

が
数

十

以

上

に
な

る

と
、

二
、

三

日

で
は
む

つ

か

し

い
で
あ

ろ

う
し

、

ま

た
、

係

敏

の
値

を

色

々
に
攣

乏

て
そ

の
影
響

を
見

る
と

い
う

こ
と
も

、
釜

々
長

時
間

を
要

し

て
、

困

難
と

な

る

で
あ

ろ

う
。
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ヨ

　

現
在

工
學
方
面
で
盛
ん

に
使
わ
れ

て
い
る
、
電

子
管
式

ア
ナ

・
グ
型
計
算
機

(
ア
ナ

コ
ム
)
を
使
う
こ
と
が

で
き
れ
ば
、
答

え
は
、
繰

返

し
型

な
ら
千
分

の

一
秒
、
低
速
度
型

で
も
二
、

三
分

で
求
め
る
こ
と
が

で
き
る
。
そ

の
た
め

に
は
、
先
す

、
問
題
を
聯

立
微
分
方
程
式

の
形

に
書

き
か
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

.

　
る

ね

零

和

二
入

ゲ

ー

ム
を

解

く

た

め

の
聯

立
微

分

方

程

式

が

、

ブ

ラ
ウ

ン
及

び

ノ

イ

マ
ン
に
よ

つ

て
、

既

に
與

え
ら

れ

て

い
る
。

ま

た

、
零

和

二
人

ゲ

ー

ム
が
、

簡

翠

な

攣
数

攣

換

に
よ

つ

て
、

線

型
計

書

法

に
韓

化

さ
れ

る

こ
と
も

、

ク

ー

ン
及
び

タ

ヅ
カ
ー

に
よ

り
謹

明
す

み

で

　
ろ

　

　
　

　

あ
る
。
筆
者

は
既

に
、
ブ

ラ
ウ

ン
及
び

ノ
イ

マ
ン
の
聯

立
微
分
方

程
式
を
線
型
計
書

の
形

に
書

き
改

め
た
式

を
示
し
た
。
そ

の
際

に
も
の

べ
て
飴

い
た
よ
う
に
、

こ
の
式
は
烈

し

い
振
動
を
俘

い
、
牧
束
が
邊

い
よ
う

に
思
わ
れ

る
。

こ
れ

は
、
二
、
三

の
簡
輩
な
計
算
例
か
ら

の

推
論

で
あ

つ
て
、
何
も
嚴
密
な
数
學
的
立
誰
を

し
た
わ
け
で
は
な

い
け
れ
ど
も
、
其

の
外

に
も
な
お
、
攣
敏
間

の
乗
算
を
含
む
た

め
に
、

技
術
的

に

ア
ナ

ロ
グ
化
が
む

つ
か
し

い
こ
と
、
経
濟
的
意

味
が
不

明
確

な
こ
と
、
等

の
理
由

で
、
理
用
的

立
場

か
ら
す

る
と
、
種

々
の
訣

陥

を
持

つ
て
い
る
。

所

で
ク

ー
ン
及
び
タ

ッ
カ

ー
は
、
種

々
の
拘
束
條
件
附
き
極
値
問
題
が
、
結
局

、
鞍

黙
問

題

に
齢
着
す

る
こ
と
を
謹
明
し

て
い
る
。
線

型
計
書
法
も

ま
た

、
彼
等

に
ょ
れ
ば

、
非
負

攣
域

に
お
け
る
鞍

瓢
問
題

に
外
な
ら
な

い
。
筆
者

の
示
し
た
、
鞍
窯
解
を
求
め
る
た

め
の
聯

立
微
分
方
程
式

㈲
は
、
從

つ
て
ま
た

、
線
型
計
書
法

の
解
法

と
し

て
も
有
敷

で
あ

る
。

線

型
計
書
法

と
は
、
周
知

の
ご
と
く
、

]B
撃
図

O
、図

賃
昌
含
o
円

酔
ぽ
㊦

o
①
昌
脅
3
ご
昌
ロ

LP
図
砥
げ

栖
図
邸

O

な

る
ヴ

ニ
タ

ト

ル
ゴ

を

求

め

る
問

題

で

あ

り

、

そ

れ

は

ま

た

、

S
(
国
り
鐸
)
1-
o
、図
十
q
、
(
げ
ー
b
図
)

鞍

点

問

題

の

徴

分

方
・程

式

解

法

`

443
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■

商

學

討

究

第
五
巻

第
四
號

き

ロ
y
O

444

な

る
函

敏
φ

の
鞍
黙

(吃

召
。
)
を
求

め
る
問
題

に
外
な
ら

な

い
。

こ
れ
に
樹
懸

す
る
㈲
式
を
求

め
れ
ば

、

㌣

動
、
{国
団
+
〔
』

〕
}

呈

竃

〕

と
な
る
。
然
し
、
K
は

、
A

の
形

の
如
何
を
問

わ
す

、
逆
樹
稻

で
あ
る
か
ら

、
右

の
聯

立
微

分
方
程
式

の
特

性
根
は
純
虚
敏
と
な

り
、
牧

束
性
を
映
く
。

そ

こ
で
、
前
章
第

六
節

の
方
法

に
よ

つ
て
牧
束
性
を
與

え
れ

ば
、

即
-
窃、
{国
(三

)
+

〔
-
面
〕
}

登

が
得
ら

れ
る
で
あ

ろ
う
。

こ
れ
は
、
攣
敏
間

の
乗
算
を
含
ま
な

い
黙

で
は
、

ア
ナ

ロ
グ
化

に
有
利

で
あ

る
が
、
δ

の
操
作
を
電
氣

回
路
化

す

る
こ
と
が
困
難

で
あ

る
。
電

子
管
式

ア
ナ

コ
ム
で
は
、
微
分
操
作

は
誤
差

が
多

い

の
で
、
こ
れ
を
積
分
方
程
式
化
す

る

の
が
通
例

と
な

つ
て
い
る
。
そ

こ
で
、
働
式
を
積

分
方
程
式

化
と
す
れ
ば

、

1

動
・、
{国
(工

)
+
〔
-
の
〕
}
鼻

⑫①

と
な

る
。

こ

れ
は

、
加

算

、
常

敏
倍

、
積

分

の

三
種
類

の
計

算

し
か
含

ま
な

い

の
で
、

ア

ナ

ロ
グ

化

は
容

易

の
よ

う

に
見

え

る
が

、
難

物

は
δ

の
回

路

化

で
あ

る
。
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δ
回
路
は
、
そ

の
積
分
機

に
よ

つ
て
決
定
さ
れ

る
愛
激

巧
が
、
正
か
ら
減
少

し

て
0

と
な

つ
た
瞬
間

に
イ

ン
ピ

ー
ダ

ン
ス
が
0

か
ら

無

限

大

に
な
り
、
積

分
機

の
入
力

電
璽
ヴ

ェ
ク
ト

ル

与

+
〔

ー
呂

・

の
i

要
素

が
負

か

ら
o

に
恢

復

す

る
瞬

間

に
お

い

て
イ

ン
ピ

ー
ダ

ン

ス
が
無

限

大

か
ら
0

に
戻

る
、
と

い
う
、
複

雑

な

働

き

を

要
求

さ
れ

　
　

　

る
。
電

子
管

ス
ウ
ィ
ッ
チ
を
利

用
す

れ
ば
不
可
能

で
は
な

い
と
考

え
ら
れ

る
け
れ
ど
も
、
詳
細
な
技
術
的
検
討

は
、
專
門
家

に
御
願
す

る
よ

り
外

は
な

い
。

こ
れ
を
、
積
分

コ
ン
デ

ン
サ
ー
の
入
力
回
路

に
入
れ

て
お
け
ば
、
出
力
電

墜

は
四
式

の
通
り

に
攣
化
す

る

で
あ
ろ
う
。

こ
の
技
術
的
難
黙
を
回
避

す
る
た
め
に
筆
者

の
と
つ
た
方
法
は
、
圏

の
代

り

に
㈲

の
形

の
聯

立
微
分
方
程
式

を
利

用
す

る
や
り
方

で
あ

る

。
全
憂
数
が
正
域

に
あ

る
場
合

に
は
爾
方
程
式

は
全
く
同
じ
も

の
に
な
る
。
然

し
、
圏

の
方
程
式

で
若

干

の
憂
歎
が
δ

の
働

き
に
よ
り

座
標

軸
上
を
横
這

い
す

る
期
間

中
、
㈲
式

で
は

、
そ

の
攣
藪

が
負
側

に
韓

じ
、
倒

に
お

い
て
そ
れ
が
再

び
正

と
な

る
時
黙
か
ら
若
干
遅
れ

て
、

正
側

に
戻

る
、
從

つ
て
、
多
少
牧
束
性
が
悪

く
な
る
、
と

い
う
黙

で
相
違

し

て
い
る
。
㈲
式
な
ら

ば
、

こ
の
正
位
恢
復

の
遅
れ
が
多

少
減
じ
は
す

る
が
、
や
は
り
個

よ
り
は
邊
く
な

る

こ
と
を
冤

れ
な

い
。
但
し
、
今
問
題
と

し

て
い
る
線
型
計
書
法

に
つ
い
て
は

、
㈲

と
偶n

と
は
全
く
同
型

で
あ
る
か
ら
、
矧
式
を
探
用
す

る
こ
と

は
、
同

時

に
ま
た
、
伍n
を
探
用
す

る

こ
と

に
も
な

る

。

圃
式

に
樹
慮

す
る
㈲
式
を
求

め
れ
ば
、

・

で

国
{§

+
伽
§

＼
働酔}
+
〔
5
呂

琶

身

-
濤

§

章

§

+
、
〔

O
ー
げ
〕
鼻

S
(
団
)
11
B
鉾
図
(
ρ

同
)

鞍

点

問
題

の
微

分

方

程

式
解

法

445



,

24

商

學

討

究

第

五
巻

第
四
號

則

ち

、
各

積

分

機

の
入
力

に
は

、
他

の
積

分

機

の
出

力

を
整

流

し

た

も

の
を

入

れ

て
や

れ

ば
よ

い
。

筆

者

が
實

瞼

に
使

用

し
た

問

題

は
、

冒
9
巳
目
貯
O

×
　
十

悼
営

自
冒
含
①
目

げ
げ
0

8

員
9

寓
o
昌
ロ駐

Qo
図
昌
十

恥
爵

い

昌O

駅
蟄

十

圃
図
h。
賦

μ
O

図
ご

詳

y

O

と

い
う

極

め

て
簡

軍

な
も

の
で
あ

る

。

こ
れ

に
劃
懸

す

る
⑳
式

の
K

.

c
、
ゐ

は

、

÷

日…口…二

三

」

で
あ

り
、
更

に
、
積
分
機

へ
の
入
力

と
出
力
と

の
間

の
關
係

を
見
や
す
く
す

る
た

め
に
、
微
分
演

算
子
P
を
使
え
ぱ

図
1

μ
卵
団

醐

喜

(三
)
よ

s
(ξ
)
+
鵡

丁

-

μ
零

醐

ム
s
(ε

貞

ξ
)+
蕊

搾
L
滋
餐
馨

一

昌認

豊
.

446
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伴
な

る
。
積
分
機
は

一
豪

で

(
目
十
男
)
＼
弓

な

る
演

騨
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
か
ら

、
各
積
分
機

の
入
力

に
⑳

の
右
邊
、
則

ち
、
他

の
積

分
機

の
出
力
を
整
流

し
た
も

の
を
入
れ
て
や
れ
ば
、
出
力
と
し

て

一
個

の
攣
敏

を
取
り
出
す

こ
と

が
で
き

る
。
末
尾

の
第

一
圖

は
そ

の
C

R
T

オ

ッ
シ

ロ
の
爲
眞

で
あ

る
。

ア
ナ

コ
ム
の
技
術
的

問
題

に
つ
い
て
は
,
別

に
最
絡
章

に
記

し
て
お

い
た
。

以
上

の
よ
う

に
、
軍

に

迅

速

に
解

を

求
め
た

い
と

い
う
目
的

の
た

め
に
は
、
倒
式

よ
り
も
㈲
式

の
方
が
技

術
的

に
優
れ

て
い
る
。
然

し
、
そ
れ
を

一
つ

の
経
濟

均
衡
過
程

と
考

え
、
そ

の
解

の
牧
束
値

だ
け
で
な
く
、
そ
の
過
渡

現
象

の
総

て
に
つ
い
て
も
経
濟
的
意

味
を
見

出

し

て
い
こ
う
と
す

る
立
場

か
ら

は
、
樹
式

の
方

が
現
實
的

で
あ

る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
則

ち

c
を
製

品
償
格
、
b

を
資

源

の

供
給
限
界
、
A
を

技
術

マ
ト
リ

。
ク

ス
、

x
を
生
藤
量

と
す
れ
ば
、

u
は
贅

源

の
償
格

に
外
な
ら
な

い
。
而

て
ま
た

、
残

は

x
の
輩
位

生

産
量

に
封
す

る
利
潤
、

ー
》

は
資

源

の
需
要
超
過
量
を
意
味

す

る
。

こ

の
場

合
、
各

方
桿
式

は
そ
れ
ぞ
れ
、
各
種
製
品

の
生
産
量

が
現
在

の
利
潤
と
豫
想
利
潤

と
に
比
例

し

て
増
減

さ
れ

る
こ
と
、
ま
た

、

各
種
費

源

の
懐
格

が
自
由
競
孚

市
場
を
通
じ

て
超
過
需

要
量

と
そ

の
豫
想

に
鷹
じ

て
増

減

さ
れ
る
こ
と
、
を
示
し

て
い
る
。
問
題
を

こ

の

よ
う
な
分
椹
的
決
定
過
程
と
し

て
措
握
す

る
な
ら

ば
、
負
利
潤

の
た

め
に
生
産
を
中
止
す

る
際

の
計
算
が
、
軍

に
そ

の
瞬
間

に
於
け
る
損

釜

で
は

な
し
に
、
そ

の
僅
か
前

の
時
窯

に
お
け
る
計

算
上

の
負
利
潤

の
高

に
よ

つ
て
影
響
を
受

け
る
、
と

い
う

の
は
、
非

現
實
的
と
言

わ

な

け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ

の
結
果
、
次
第

に
市
況
が
恢
復

し

て
、
利

潤

の
實

現
が
可
能

に
な
つ
た
瞬
間
か

ら
若

干
時
間
を
維
過
し

て
初

め

て
生
産

が
再
開

さ
れ
る
、

と

い
う
具
合

の
悪

い
現

象
を
件
う
。
從

つ
て
、

こ
の
よ
う
な
訣
階

の
な

い
倒

式

の
方
が
、
維
濟

モ
デ

ル
と

し

て

は
優

れ

て
い
る
、
と
言

う
こ
と
が
で
き

る
。

但

し
、
⑳
式

の

自
s
(
団
)
＼
鼻

項

に
充
分
大

き
な

反
懸
係
数

が
乗
ぜ
ら
れ

て
い
れ
ば
、

一
旦
負

と
な

つ
た
攣
敏

が
再
び
正
域

に
戻

る
可
能

性
は
殆

ど
存
在

し
な

い
。
そ
れ
故
、
㈹
式

の
解

s
(
♂
コ
)
は
、
樹
式

の
解

(
図
"信
)
と
全
く

一
致
す

る
。

註

鞍

点
問
題

の
微
分
方
程
式
解

法

447
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餌
巳

U

Φ
σ。
9

。
肖
魯
q

ぼ

ご

器

曾

中

。
σq
雷

日

ヨ

言

σq
"、、

團

8

8

ヨ

葺

凶3

卜
℃
邑

℃

H
O
罵

℃

唱

.

嵐

O
i

旨

O
.

3

}
ハ
o
語

℃

Ω

.
〉

.

胆
口
創

内
o
旨

℃

目

・
冨

遥

国

冨

o
q
o
三

〇

〉

昌
巴
o
㈹

O
o
導

℃
鼻

臼

3

日
O
O
ド

冒

o
O
・
H
{
.噛
で
℃
・

ω
刈
oQ
・

4

冒
「
o
≦
♂

Q

.
≦

ド

彗

q

Z

2

ヨ

碧

昌
堕

旨
.

<
o
♪

..
もα
o
ピ
ユ
o
塁

o
h

O
四
ヨ

窃

ぴ
団

U

円
h
o
『
g

蹴
巴

国
ρ
ロ
彗

ho
塁

》、
、

6
0
耳

急
げ
葺

凶o
田

ε

9

0

日
、ぴ
o
o
藁

o
h

O

障
ヨ

畠

℃

ゆ
働
.

ぴ
団

】(
昌
ず
♂

国

ン

<
・

曽
昌
負

円

琴

昇
o
♪

》

・
♂
ぐ
・恥

》

ロ
昌
帥
】
。・

o
h

嵐

口
∋

①
ヨ

彗

剛o
♂

2

ρ

bo
ら
》

勺
二
昌
8

匡
o
♂

H
O
い
ρ

℃
℃
・
刈
ω
ー

↓
0

6

へ

5

昏

言

℃
O
.
b
昏
9
民

穿

。客

♪

卜
●
を

こ

..ご

器

弩

中

。
讐
§

昆

茜

題

画

↓
ヶ
8

薫

。
h

O
弩

①
m、.噂

〉
。
門三

q

>
冨

曹

剛。・
。
h
牢

。
畠
轟

画8

勢
&

}
=
8
舞
δ
♂

&

・
び
団

目

ρ

国
8
℃
8
碧

。。
博

ら

呂

鴇
O
ヶ
唱

・
×
】
×
鴇

℃
勺
G
こ¢
bの
日
-

認

c◎
・

6

古

瀬

大

六

「
線
形

計

盤

法

の
逐

次

解

法

」

、

商

學

討

究

、

第

三
巻

第

三

號

、

昭

和

二

十

七

年

十

一
月

、

第

四
節

、

四

十

】
1

四
十

五

頁

。

7

。。
呂

。
ご

↓
略

。。
欝
3

客

〉
.

讐

畠

く
巴
冨
ざ

ρ

国
も

。
負
`

9

爵
。
畠
。

寄

団

ρ
、唇

。

b
暑

『
里
ω
L

〃
巴

繭註

。
コ

冨

ぴ
。
§

。
薫

。。
旦

β

図
。
・

悼
卜。
噂

同
O
心
cQ
"

冒
o
Ω
繭
{
》
℃
℃
.
H
N
◎◎
I

H
ω
ド
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噛

,

第

二
節

直

交

ゲ

ー

ム

(
1

)

覧

直
交

ゲ

ー

ム

の
微

分
方

程
式

解

法

と
し

て
、
既

に
ブ

ラ

ウ

ン
及

び

ノ
イ

マ
ン
の
方

程
式

の
あ

る

こ
と

、
前

節

に
お

い

て
燭

れ
た

通

り

で

あ

る
。

そ

の
際

、

そ

れ

が
攣

激
間

の
乗

算

を
含

む

た

め
、

ア
ナ

コ
ム
化

が
技

術
的

に
複

雑

に
な

る
こ
と

、
を

指
摘

し

て
お

い
た

。

ゲ

ー

ム

の
解

は

、
結

局

、
娼
ξ

6
駿

津

昌
。試
o
昌

の
鞍

黙

に
外

な

ら

な

い
か

ら

、
筆

者

の
方

程
式

に
よ

つ

て
、

乗

算

を
含

ま

す

に
解

く

こ
と

が

で

き

る
。

旨

鉾
鉱

営
冒
O
円

の

葺

貯

①
q

。α
言

暮

o
σq
団

を

(
〆
ご

…

:
ご

を

A

と

す

れ

ば

、

直

交

ゲ

ー

ム

は

、

】B
鉾
図

目

一
β

図
、P
昌

堕

区
》目
W

O

×

口

』

図

11

μ

埴

』

昌

"

目

ど

)
、
嵐

一
三

碁
貯
霞

の
そ

れ

を

(
⊆
ご

…

…

"
賃
Hし

、

』
X
旨

b
曙

O
諌
.
B

算
鼠

凶

、
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を
満

足

す

る
ヴ

ェ
ク

ト

ル
ゴ

、
㎡

を

求
め

る
こ
と

に
外

な

ら

な

い
。

右

に
お

い

て
、
財
図
11
ご

蟄

11
戸

な

る
關

係
式

を

使

つ

て

b
留

6
匡

津

昌
。菖
o
昌

図
、ぎ

の
中

か

ら
、

x
、

u
の
う

ち

の
各

一
要
素

愛

数

を
消

去

し

て

お

け
ば
、

直
交

ゲ
ー

ム
は

、
軍

純
な

非

負
鞍

黙

問
題

に
鱒

化

さ

れ
、
從

つ
て
、
㈲

又

は
例

の
微

分

方

程
式

を

使

つ

て

ア
ナ

コ
ム
で
計

算
す

る

こ
と
が

で
き

る
。

選
揮

が

有
限

個

の
組

合

の
中

か
ら

な

さ
れ

る
場

合

に
は
、
如

何

な

る
複

雑

な

ゲ

ー

ム

で
あ

つ
て
も
、

こ

れ
を
直

交

ゲ

ー

ム
で

表

わ
す

こ

と

が
で

き

る
。

そ
れ

故

、

こ

の
解

法

の
利

用

で
き

る
範

園

は
非

常

に
廣

い

で
あ

ろ

う

。

註1

密
6
困
ぎ
器
畢

旨
ρ

6
こ

ち
胃
o曾
6二
信

仲o
昏
o
弓
冨
oq

o
h
O
簿日
o
o♂

　O
認
鳩
蜜
。宇
自
"
℃
・0
・

第

三
節

ノ

イ

マ
ン
の
経

濟

モ
ヂ

ル

経
濟

均

衡

の
過

程
を

一
つ

の
極
値

問
題

又

は
鞍

窯

問

題

と

し

て
把

握

し

よ

う

と
す

る
試

み

は
、

奮

く

は

ノ
イ

マ

ン
に
よ

り
、

最
近

は

ま

た
、

サ

ミ

昌
エ
ル
ソ

ン
、

ア

ロ
ウ
、

テ
ブ

リ
ウ

等

に
よ

つ

て
進

め
ら

れ

て

い

る
。

ノ

ハ
　

　

此
所

で
は
、
簡
箪
な

一
例

と
し

て
、

ノ
イ

マ
ン
の
焚
展
維
濟

モ
デ
ル
を
取
上
げ

て
、
そ

の
微
分
方

程
式

解
法
が
如
何
な

る
経

濟
的
意

味

を
持

つ
か
、
を
考
え

て
み
よ
う
。

m
種

の

(目
〉
β
)
生
産
過
程
町

、
:
:
-
、
P
舳
に
よ

つ
て
、

n
種

の
商
品
偶

、
:
・:
.仇

が
生
産
消
費

さ
れ
る
経
濟
砒
會
を
考

え
る
。
簡

軍
化

の
た
め
の
仮
定

と
し

て
、
利
潤

は
生
産
高

に
比
例

し
、
勢
働

・
土
地
等

の
資
源
は
無
限

に
供
給

さ
れ
、
勢
働
者
を
維
持

す

る
に
必
要

な
以
上

の
所
得

は
悉

く
再
投
資

さ
れ
る
も
の
と
す

る
。
こ

の
よ
う
な

事
情

の
も

と
で
、
各
種
生
産
過

程

の
操
業

度

x
、
経
濟
活
動

の
嚢
展

速
度

α
、
償
格

y
、
及

び
利

子
率
β
が
ど

の
黙

に
定
ま

る
か
、
を
考

え
る
の
が
彼

の

モ
デ

ル
の
狙

い
で
あ

る
。

鞘

の

一
輩
位
操
業
度

に
よ

つ
て
消
費

さ
れ

る
ー

商
品

の
投
入
量

を

鞠
、
同
じ
く
ー

商
口㎜
の
産
出
量

を
煽

と
す

れ
ば

、
肚

會
全
艦
と
し

て

の
i
商
品

の
投

入
量

は

鞍
点
問
題

の
微

分
方
程
式
解
法

449
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商

學

討

究

第
五
巻

第
四
號

ロコ図

ぴ
ご

図
一

一
11

昌

産
出
量
はヨ図

び
二

お

一
11

戸

と
な

る
。
経
濟
が
年

々

一
定
率

α
で
生
長
し
績

け
る
た
め
に
は
、
各

財

の
年

々

の

生

産
量

は
、
投
入
量

の

α
倍
以
上

で
な

く

て
は
な
ら

す
、
ま
た
、
各
生
産
過
程

が
完
全
競
孚

の
下

で
生
産
を
績
け
る
、
則

ち
、
利
潤

は
正
と
は
な
り
得
な

い
、
と
す
れ
ば
F
、
の
総
原
債

　
　

切
図

蟄
ご

ご

」
槻

μ

は
、

そ

の
総

費

上

　
　図

げ
ご

さ

〕
11
　

よ

り

少
額
…で

は
あ
り

得
な

い
。

從

つ

て
、

日
P

5

袋

図

蟄
ご

図
一
甑

図

げ
二

塑

り

一
駿

μ

】
11

昌

コ

コ

鳶

図

卸
二

ご

W

図

げ
二

ご

u

秘ム

」
ム

、
図
W

P

団
W

O

』
区
〉
ρ

』
同
>
O

欝
二
十
び
二
>
O

』
11

ど

…

…

勺

β

一
"

♂

・
:

:

匂

]B

爵
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を

満
…足

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い
。

ノ

イ

マ
ン

は

、

右

の
解

(
図
。
受

。
)

が

図
、
切
同

$
(
塑

賓
)
ーー

図
、
b

団

な

る
函

敏

の

非

負

鞍

黙

解

に
外

な

ら

な

い

こ
と
を

誰

明

し

た

。

こ
れ

に
聯

立

微

分

方

程

式

解

法

を

適

用

す

る

に

は
、

先
ナ

、

φ

の

0
2
p
o
碧

律
ざ

o
o
昌
く
Φ
恩
ぐ

を

論
…討

し
な

け

れ
ば
な

ら
な

い
が

、

こ
れ
が

鞍

鮎

を

持

つ
こ
と
が

彼

に
よ

つ
て
鐙

明
す

み

で
あ

る
以

上

、

そ

れ

は
當

然

8

昼
。
碧

①

診
員
南

o
o
声
ぐ
o
図

で
あ

る

こ
と
も

ま

た
誰

明

濟

み

と
考

え

て

よ

い
。

そ

こ

で
、

こ
れ

に
封

慮

す

る
聯

立

微
分

方

程
式

㈲

を
求

め

れ

ば

'

昌

冒

一
団・ 図・
』・-

ull

Qg◎ ク

】

げ
こ

ご

ー

(
唆

蜀
ミ

図
、
b
団
)
M
ガ

こ

さ

U
ーー
一

9丁

一

図
、
b
同

ゆ
ロ

コ
に

(
図
、
】W
鴇
＼
図
、
P

M
)

】

蟄
二

図
一
1

図

章

』
き

一
11

H

け
晦

　

題

メ
・
b
鴇

が

得

ら
れ

る
。

そ

の
経

濟

的
意

味

を
追

求

し

よ
う

と
す

る
場

合

、
(
メ
、頃
団
＼
図
、b
M
)
、
則

ち

$
(
ざ

k
)
が
右

邊

に
含

ま

れ

て
い

る

の
を
ど

の

よ

う

に
解

繹

す

る

か
、

が

問

題

に
な

る
。

ノ

イ

マ

ン
の
誰

明

に
よ

れ

ば
、

そ

れ

は
結

局

、

均
衡

的

生

長

過

程

に
お

け

る
生

長
率

α
に
等

し

く

な

り

、
同

時

に
ま
た

、
利

子
率
β

に

一
致

す

る
よ

う

に
な

る
。

現
實

に
は

、
利

子
率

β

も
ま

た

、
複

雑

な
市
場

機

構

を
通

じ

て
或

る
時

間

的

輕

過

を
維

て
初

め

て
、
生

長
率

α
に

一
致

す

る

よ

う

に
な

る
も

の

で
あ
り

、
從

つ

て
函

敏

φ

の
中

に
陽

表
的

に
含

ま

れ

て

い
な

け

れ

ば

な

ら
な

い
。

そ

の
よ

う
な
函

激

黛

図
モ

も
)

を
具

艦

的

に
求

め

る

こ
と

は
別

の
機

會

に
護

る

と
し

て
、

此
所

で

は
、

ノ

イ

マ

ン
の
與

え

た

ま

ま

の
形

で
そ

の
意

味

を
考

え

て
み

る

。

鞍

点
問

題

の
微
分

方

程

式

解

法

451
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商

學

討

究

第
五
巻

第
四
號

そ

こ

で
圏

の
第

二
式

の

(
メ
、国
冤
＼
図
、b
団
)

は
、
各

時
窯

に
於

け

る
現

實

の
全
崖
業

の
生

長

率

b
(
酔
)

で
あ

る
か

ら

こ
れ
を

ρ
と

お
き

、

第

一
式

の

(
メ
、H
W驚
＼
網
、b
k
)

は
・
利

子
市
場

が
瞬

間

的

に
資

金

需

給

を

一
致

せ

し

め
、

各

時
鮎

の
生

長
率

も
含
)
に
等

し

い
利

子
率
H
含
)

を
成

立

せ

し

め

る
も

の
と
仮

定

す

れ
ば

、

そ

れ
を

焦
酔
)

と

お

い
て
差

辿

え
な

い

で
あ

ろ

う
。
然

る

と

き

は
⑳
式

は

、

コ

　　

{∵
　腔
擦

㊧

悼-

ぎ

薫

蕊

〒

、
h

・
θ
婁

漿

轟

冒
罧
艶

郵

鎌

㊦
観
蕪

叢

謄

掛
講

)

}

や

θ
棚
欝
鞍
器
照
瞬
豊
蟄
蟄

H

吻

際
図
諮

蹄
鰍
副

も
×
(
O
]
O
餅
図
爆
〉
帥

)
ー
(
Φ
』
θ
餅

図
瓢

牽
陣

)

餅
圖
譜
餅
瀦

爵

Φ
』
O

認
瑚
諮
齢
帥

鰹
圖
諮

餅
瀦
酔
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・
.

。

ご

n
9

㊦

繍

叢

羅

灘

"

窃

11

動

と

な

つ

て
、

そ

の
経
濟

的
意

味

が

明

か

に
な

つ
℃
く

る
。

分

母

の
全
國
総

生

産

高

図
、b
鴇

は
、
各

式

に
共

通

で
あ

る
か
ら

、

軍
な

る

ス
ケ

ー

ル

・
プ
ア
ク

タ

ー
と
見

れ
ば

よ

い

で
あ

ろ

う
。

任
意

の
非

負
初

期
値

か
ら

出
襲

す

る
⑳

式

の
解

は
、

必
ら

す

そ

の
鞍

黙

、
則

ち

コ
ン

ス
タ

ン
ト
な

生
長

率

α
、
そ

れ

に
等

し

い
利

子
率

β

、

に

到
蓮

す

る

で
あ

ろ

う
。
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国
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国
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国
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豆

。

卜

6
§

ξ

>

b
餌
首

㎝
㎞。駐
・

。
P

ξ

O

・

言

。
H
σq
。
6
ω尋

コ
・

H
O
置

・

コ
ね

ロ

を

幕

ざ

℃
℃
.
q。
じ。
ー

。。
¢。
.
(
三
四

頁

の
⑬

式

の
右

邊

M
U
ぴ
ご

Q
妬
に

M
U
∬
い
O
』
の
誤

り

で

あ

ろ
う

)
。

一
肋
昌

』
開
μ

第

四
節

非

線

形

計

書

法

一

微
分
方
程
式
㈲

に
よ
る
解

法

が

實

用

的

に
最

も

大

き
な
偉
力
を
稜

揮
す

る
の
は
、
非

線

形

計

書

法

の
場

合

で
あ

る
。
qQ
旦

営
自

旨
①
爵

0
9

は
線

型

の
場

合

に
は
有
力
な
方
法
で
あ
つ
て
も
、
非
線
型

の
場

合

に
も
適

用
し
よ
う
と
す

る
と
、
そ

の

o
o
昌
ぐ
o
図
o
o
昌
o
は

も

は
や

娼
o
ぐ
ぽ
㊦
号
巴

で
は
な
く
な

り
、
そ

の

国
。
犀
娼
犀
β
犀

以
外

の
黙
が
鞍

黙
と
な

る
可
能
性
を
生
す
る
。
そ

の
た
め
、
線
型

の
場

合

に

比

べ
て
計

算
が
盆

々
複
雑

と
な

つ
て
、
そ

の
繁

に
耐
え
な
く
な

る
で
あ
ろ
う
。

從

つ
て
、
非

線
型
計
書
法

の
問
題

を
現
實

に
解

こ
う
と
す

る
な
ら
ば
、
適
當
な

ア
ナ

ロ
グ
化
と

高

速

自

動

化

と
が
必
要

に
な

つ
て
く

る
。
㈲

の
方

程
式

、
又
は
㈲
、
個

の
方

程
式

は
、

こ
の
要
求

に
最
も
適

し
た
も

の
と
言

つ
て
よ

い
。
電
子
管
式

ア
ナ

コ
ム
に
お
け
る
攣
数

ハ
　

　

間

の
乖
ハ
算
も

、

若

干

の
精

度

低

下

を

我
慢

し
さ

え
す

れ

ば

、
可

能

で
あ

る
。
加

減

、
常

数

倍

、

微

積

分

の
外

に
、
函

敏

嚢

生

器

を
使

え
ぼ

任
意

の
近

似
函

籔

を

生

ぜ
し

め

る

こ
と

が

で
き
、

ま
た

タ

イ
ム

・
ラ
グ

を

入

れ

る

こ
と
も

可

能

で
あ

る
。

現
實

に
わ

れ

わ
れ

が
直

面

す

る

種

類

の
問

題

で
あ

れ

ば
、

ど

ん
な

も

の

で
も

ア

ナ

ロ
グ
化

で

き
な

い
も

の
は
な

い
、

と
言

つ

て
差
辿

え
な

い
で
あ

ろ

う
。

註1

閑
o旨
℃
ρ

〉
◎
昌
島
囚
o話
㌧
弓
・寓
・匂
国
oo茸
o風
o
レ
昌
巴
o
㈹
∩
oヨ
℃
暮
⑦這
隔
　O
齢

℃
勺
℃
』
=
ー
ト∂
島

.

第

五
節

其

他

の

用

途

ク

ー

ン

・
タ

ッ
カ

ー

の
定

理

が
、

等

式
拘

束
條

件

の
場

合

、
攣
敏

の
非
負

條

件

を
除

い
た
場

合

、
拘

東

條

件

の
な

い
場

合

、

に
も
成

立

つ

こ
と

は

明
か

で
あ

る
。
從

つ
て
、

わ

れ

わ
れ

の
聯

立

微

分
方

程
式

も

ま

た

、

こ
れ
ら

種

々

の
場

合

の
解
法

と

し

て
利

用
す

る

こ
と

が

で

鞍

点

問

題

の
微
分

方

程

式
解

法

453
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商

學

討

究

第
五
巷

第
四
號

き

る

0

544

…山

o
o
冨
o
碧
o
粘
自
昌
o
菖
o
昌

$
(
麟
)

の
非
負
攣

域

又
は

、
全
實

数
攣
域

に
お
け
る
極
大
窯

を
求
め
る

こ
と
。

解

析
函
藪

で
あ
れ
ば
筆

算
で
簡
軍

に
求

め
ら

れ
る
が
、
非
解
析
的
な
函
激

で
あ
れ
ば
、
や
は
り
電
氣

的

に
解
く
方

が
有
利

で
あ
ろ
う
。

囲

聯
立
代
厳
方
程
式

を
解
く

こ
と
。

殊

に
聯
立
多
元

一
次
方

程
式
を
解
く

こ
と

は
、
物
理
學
、

工
學
ば

か
り

で
な
く
、
経
濟
學
方
面

で
も
、

レ
オ

ン
チ

ェ
フ
艦
系

の
計
算

に

.
必
要

で
あ
る
。
艦
奈
か
ら
使
わ
れ

て
い
る
方
法

と
し

て
は
、
種

々
の
デ

ィ
ジ
タ
ル
型
計
算
機

に
よ

る
消
去
法
又
は

逐
次
近
似
法

の
外

に
、

ハ
　

ね

手
動

ボ
テ

ン

シ
オ

メ

ー
タ

ー
に

よ

る

ア
チ

ロ
グ
法

が
あ

る
。

更

に
こ
れ
を

自

動

的

に
高
速

度

で
計

算

す

る
方
法

と
し

て

、
D

C

増

幅

器

の

ハ
ヨ

　

出

力

の

一
部

を

フ

ィ
ー
ド
バ

。
ク

し

て
や

る
方

法

が
あ

る
が

、

こ
れ

は
稜

振

の
催

れ

が
多

い

。
こ

こ

で
は

個

又
は

㈲

、
柄

の
方

程
式

か
ら

非

負
値

條

件

を
除

い
た

も

の
を
使

う

の
が

便
利

で
あ

ろ

う
。

先

す

b

図
11
げ

な

る
方

程
式

を
解

く

に
は

、

図
11
P

(
図
斗
ρ
肖
)
ー
び

と

お

い
て

、

ア

ナ

コ
ム
に
か

け

て

み
る
。

牧

束

し
な

い
と

き

は
、

q
を
充

分
大

き

く

し

て

(
電
氣

的

に

は
、
積

分

回

路

に
直

列

に
入

つ
て

い
る

抵

抗

の
値

を
大

き

く
す

る
)

ダ

ン
ピ

ン
グ

を

効

か

せ

れ
ば

大

て
い
牧

束

す

る

で
あ

ろ

う

。
そ

れ

で
も
牧

束

し
な

け
れ

ば

、

攣

敏

の
数

を

二
倍

に
し

て

馬く・ 図

一
ll

『/
O〉

1

卜

、

O

]
〔麟

〕-
[』

と
す

れ
ば
、
A
が
ど
ん
な
形

で
あ

つ
て
も
、
前

章

の
第

六
節

で
誰
明
し
た
通
り
、
必

す
安

定

に
牧
束
す

る
。
そ

の
と
き
は
、



『
P
、
団
十
び
11
0

b

図
1
げ
11
0

と

な

る
か
ら

、

x
の
牧
束
値

は
最

初

の
多
元

一
次
聯

立
方

程
式

の
解

で
あ

る

こ
と

、

勿
論

で

あ

る
。

最
近

・
ゴ

ー
ル
ド

ベ

ル
グ

及

び

ブ

ラ
ウ

鞠
に
よ

つ

て
・

上

記

の
方

程
式

の
爾

漫

に
A

の
逆

行

列
馬

を
乗

す

る
こ
と

に
よ

り
、

解

を

必
す

牧

束

さ

せ

る
方

法

が
提

案

さ

れ
た

。
則

ち

跨
、
b
図

H

P
、
び

ハ
ぐ

り

と

お

け

ば

、

周

知

の
定

理

に

よ

り

、

A

は

任

意

で

あ

つ

て

も

P
、レ

は

必

す

非

負

と

な

る

。

從

つ

て

、

図
11

1
P
、
b
図
十

b
、
げ

と

し

て

お

け

ば

、

右

邊

に

x
そ

の

時
間

微

分

を

加

之

な

く

て
も

ギ

必

す

牧

束

さ

せ

る

こ

と

が

で

き

る

。

こ

の
方

法

は

、

筆

者

の
場

合

よ

り

も

攣

籔

の
数

が

少

く

て
す

む

黙

は
良

い

が

、

豫

め

手

廻

し

計

算

機

で

b
、
b

と

b
、
ぴ

と

を

計

算

し

て

お

か

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

の
が

訣

黙

で

あ

る
。

.

註-

砿
o
『o
ζ

鳩
を

・
を
・℃
〉
鐸
巴
o
びq

寓
彗
ず
&

・・
宣

O
o
諺
℃
葺
9二
8

聾
畠

Qり
一白
巳
巴
§

℃
竃
o
O
-閏
・塾
H
O
置

博
竈

・
H
O
co
I
H
同
ひ
.

2
」

】
び
芦

竈

`

=
ひ
ー
H
=

・

3

】
ぴ
匡
●
℃
や
り
昌
oQ
I
=
O

・

4

遠
山
啓

「
行
列
論
」

共
立

全
書

、

一
五
六
頁
、

定

理
3

。

,

第

三

章

線

型

計

書

の

ア

ナ

コ

ム
に

よ

る
解

法

の
実

例

・

33

55

第

胴
節

直
流
増

幅
器

の
選
定

-

4

鞍
点
問
題

の
微
分
方
程
式
解

法



拠

商

學

討

究

第
五
巻

第
四
號

線

型

計
書

の
聯

立

微

分
方

程
式

に
よ

る
解

法

の
敏

學

的

解

析

に

つ
い

て
は

、
既

に
前

章

で
論
じ

て
あ

る

の

で
、

こ

こ

で
は
主

と

し
て

、

技

術
的

問

題

を

扱

う

こ
と

に
す

る
。
但

し

、
電

子
管
式

ア
ナ

コ
ム

の

一
般

的

問

題

に

つ

い

て
、

は
別

の
專
門

書

を

参

照

し

て
頂

き
た

い
。

筆

者

の
場

合

は
、
方

程
式

の
種

々
の
常

数

の
値

の
攣

化

が

、
解

に
及

ぼ
す

影
響

を

同

時

に
見

た

い
、
と

い
う

要

求

が
あ

る

た

め
、
計

算

機

と

し

て
は

、
高

速

度

の
繰

返

し
型

を
探

用
す

る

こ
と

に
決

め
た

。
精

度

も

、
出

來

る
だ

け
高

い

こ
と

が
望

ま

し

い
け
れ

ど
も

、

そ

の
た

め

に
は
増

幅
率

の
高

い
も

の
を

使
わ

ね

ば
な

ら
す

、

繰

返

し

型

で
は
使

用

周

波

敏

が

高

く

な

つ

て
焚

振

の
危

瞼

も

多

く
な

つ

て
く

る

の

で
、
最

も
簡

軍

な

フ
ィ
ル
ブ

リ

。
ク

の
回

路

を

借

用

す

る

こ
と

と

し
た

。

,

一
個

の
増

幅

器

は

二
本

の
高

増

幅
率

双

三
楠

管

這

P
図
刈
二
本

を

使

用

し
、

一
本

を

象

欺
霞

。
暮

宣
一
2
唇
覧
罵
8
目
置

娼
9

御
冨
σq
㊥

に
、

他

の

一
本

を

電

墨
増

幅

と

。
暮
崔
o
釦
①

恥o
目
o
麸
o
円

o
暮
娼
暮

コ。盆

σQ
①

に
當

て
て

い

る
。

こ
れ

の
二

組

を

一
箱

に
組

込

ん

で
、

そ

の

一
組

を

臥
σq
昌
-
o
げ
蟄
昌
σq
霞

と

し

て
使

う

こ

と

に
よ

り

、

同

一
入
力

に
蜀

し

て
正

負

何

れ

の
出

力

を

も

同

時

に
取

り
出

せ

る

よ
う

に
な

つ

て

い
る

。

線

型

計

豊

を
解

く

に
は

、
攣

敷

の
敏

の
二
倍

の
増

幅

器

が

必
要

で
あ

る
。

こ

の
種

の
増

幅
器

の
回
路

に
は
種

々

の
も

の
が
關

係
書

籍

に
記
載

さ

れ

て

い
る
が

、

抵
抗
値

な

ど

、

そ

の
ま

ま

信
用

し

て
作

つ

て
も

、

中

々
直

流

バ

ラ

ン

ス
の
と
れ

な

い

こ
と

が

多

い

の
で
、
注
意

が

肝

心

で
あ

る
。
直

流

増

幅

器

の
場

合

に
は
、

部

品

の
選
定

に

も
、

細

心

の

注
意

を
佛

わ
な

け
れ
ば

な
ら

な

い
。

最

近

日
本

で

も
、
優

秀

な

ポ

リ

ス
チ

レ
ン

・
コ
ン
デ

ン
サ
ー

や

、
五
〇

〇

K

オ

ー

ム
程

度

の
實

線
可

攣

抵

抗

器

が

で

き

る
よ

う

に
な

つ
た

の
で
、

全

部
國

産
品

で

も
間

に
合

う

の
は
有

難

い
。

但

し
、
眞

室

管

の
μ
悼
臣
図
"
は

、
國

産
品

は

Φ
團

の
も

の
に
比

べ
て
ー
.
の
攣

域

が

狭

く

、

汗
駅
O
く

以

内

で

ヵ

ッ
ト

・
オ

フ
歌

態

に
な

る
も

の

が
あ

る

の

で
、
安

心

で

き
な

い
。

第

二
節

計

算
回
路

の
設

計

第

二
章
第

一
節

の
末

尾

に
示

し

た

問

題

を
解

く
た

め

の
回
路

の
設

計

を

行

う
。

先
す

、

そ

れ
を
聯

立

微

分
方

程

式

化

し

て
、
囲

式

を

求

め

る
。

ア
ナ

コ
ム
は
、

實
激

を

電

璽

に
憂

換
す

る

の

で
あ

る
か
ら
⑳

式

の
勲

値

と

電
墜

と

の
間

の
關

係

を

決

め
な

け

れ
ぱ

な
ら

な

い
。

456



O

訪

囲

式

の
値

を

そ

の
ま

ま

ヴ

ォ
ル

ト
値

と
す

る
と
、

増

幅

器

の
出

力

の

正
負

五
〇

V

の
攣
域

の
極

く

一
部

し
か
使

用

し
な

い
こ
と

と

な

り
、

誤

差

が

増
加

な

る
。

殊

に
、
途

中

に
整

流

回
路

を

入

れ

る

こ
と

を

計

算

に
入

れ

る
と
、

五
〇

V

の
憂

域

を

フ

ル

に
利

用

す

る

こ
と

が

望

ま

し

い
。

そ

こ

で
、

女

の
よ

う

な
攣

歎
攣

換

を

行

う

。

図
　

謬

ど

"

這

.

図
㎏
H

這

q

　

q
"・

ξ

11

剣

「

、

ξ

11

Q◎
O

そ

の
結
果
、
囲
式

の
右

淺

の
係
敏
及
び
常
激

の

マ
ト
リ

ッ
ク

ス
は

「
㏄

cゆ
＼
お

α
＼
這

ズ

O

ー

。。
＼
Q。
O

O

ー
黛

Q。
○

黛

一
悼

O

ゆ
＼
這

O

ー

α
＼
Q。
O

-

b9
＼
Q。
O

OO

二坐

更

に

x
、

u
の
反
態

係

藪

を

そ

れ
ぞ

れ

8

8

c㊤
O

讐

　
憎

.

μ
悼

、

Q◎
Q

噛

Q◎
O

と

す

れ

ば

、

右

の

マ
ト

リ

ッ
ク

ス

は

、

「　鞠

誓
口凝

]

鞍
点

問

題

の
微

分

方

程

式

解
…法

辱

457
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商

學

討

究

第
五
巷

第
四
號

と
な
り
、
五
〇
V

の
攣
域
を

フ
ル
に
利

用
し
得

る
。
右

の
手
績
き

に
際

し

て
の
指
針

と
し
て
は
、
第

一
に
、
常

数
項

の
値

は
出
來

る
だ
け

大

き
く
す

る
こ
と
、
第

二
に
、
各
攣
数

の
係
敏

の
値

は
出
來

る
だ
け
ー

に
近
附
け
る

こ
と
、
に
注
意

す
れ
ば
よ

い
。
後
者

の
要
求

は
、
計

算

用
抵
抗

の
値

の
過
大

又
は
過
小

に
な
る

こ
と
を
防
止
す

る
に
あ
る
。
右

の
修

正
さ
れ
た
係
敏
及

び
常

数

に
よ

つ
て
⑳

式
を
書

き
直

せ
ば

一
賃 昌 図 図
Mμ ヒo　

llllIItI

目
十

団

H
+

団

団

i

H
十

団

H
十

男

醐醐醐

。
奪

(
図
・
)
+
§

)

簡

H
・辱

(
図
・
)
+
ξ

(
図
・
)

-
p
誤
各

・
)
ム

・誉

(ξ

)+
累

-
各

・Y

ξ

(ξ

)
さ

晒

-
累

-
・・
。

"

§

と
な
る
。
右

の
式

に
お
け
る

ψ
は
、
二
極

管
整
流
装
置

を
用

い
れ
ば
よ

い
。
實
験

に
は
6
A
L
5

を
使
用
し
た

。
整
流

回
路

に
は
直
列
回

路

と
併
列
回
路
と
が
あ

る
が
、
併
列

に
す

る
と
増
幅
器

の
出
方
側

に
五
〇

K
程
度

の
抵
抗
が
直
列

に
入
る
た
め

に
、

一
ー

二
V

の
電
墜
降

《

7

(併 列 回 路)

"=・ 一

(直 列 回 路)
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下
を
生
じ
る

の
で
面
白
く
な

い
。
直
列

の
場

合

に
は
、
出
力
は

L
5

の
カ

ソ
ー
ド
か
ら
取
り

出
す

の
で
、
増

幅
器

の
出
力
端
子

と

の
間

の
抵
抗

は
L

5

の
内
部
抵
抗

(
鍛

オ
ー
ム
)
だ
け
と
な

る
の
で
、
整
流
回
路

の
介
在

に

よ
る
誤

差
が
少
く
な

る
。

R

の
値

は
、
少

い
ほ
ど
入
力
電
璽
零

の
場

合

に
お
け
る
出
力
電
墨

が
減

少

す

る
が
、
低
す
ぎ

る
と
、
檜
幅
器

の
負
荷

が
大

と
な
り
、
電
璽
降
下
を

生
す
る
。

這
P
図
刈

の
カ
ソ
ー
ド

・
フ

ォ
ロ
ワ
ー
の
出
力
回
路

で
は
、
電

璽
降
下

な
し

に
取
出
せ

る
電
流

は
せ

い
ぜ

い
二
、

三
M
A
ま

で
で
あ
る
か

ら

、
R
は

二
五
K
位

が
最
低

で
あ
ろ
う
。

そ

の
外

に
、

L
5

の

フ
ィ
ラ

メ

ン
ト
電

璽
を
二

。
五
V
ま

で
下
げ
る

こ
と

に
ょ

つ
て
も
入
力
零

の
際

の
出

力
電
墨
を
零

に
近
附

け

る
こ
と
が
で
き
る
。
以
上

の
よ
う
な
注
意

を
佛

つ

そ

も

、
零
電

位
附
近

の
整
流
特
性
を
高

め
る
こ
と
は
困
難

で
あ

る
の
で
、

精
度

が
要

求
さ
れ

る
な
ら

ば
、
低
電
位

の
入
力
を
檜

幅

し

た

上

で
整

流

し
、
更

に
減
歴
す

る
、
と

い
う
方
法
を

と
ら
な

け
れ
ば
な

ら
な

い
で
あ
ろ

う
。
ゲ

ル

マ
呂
ウ

ム

・
ダ

イ
オ
ー
ド
は
、
二
極
管

に
比

べ
て
特
性
が
悪

い

の
で
、

使
用

で
き
な

い
。

吹

に
、
こ
れ
ら

の
整
流

さ
れ
た
攣
敏

S
(
図
層β
)

に
常

激

を

掛

け

て
加

え
、
更

に
(
H
十
団
)
＼男
な

る
演
算
を
行
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な

い
が
へ
次

の

鞍
点
問
題

の
微
分
方
程
式
解
法

∠3」
-ff/27tノ → ・一一一VVVN～

一勉 ノ→。_一 く鯉

〃

pZif/er

ナ20U→
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銘

商

學

討

究

第
五
毬

第
四
號

よ
う
な
計
算
圓
路

を
使
え
ぱ
、

一
甕

の
増
幅
器

で
こ
れ
ら
総

て
の
計
算
を

一
度

に
庭

理
で
き
る

の
で
、
誠

に
好
都

合
で
あ

る
。

604

こ

の
回
路

の
傳
達
函
敏

は
、

・
1

〔
ー
鼠
ξ
H【

)
+

-
.踊
ゆ

+
贈

〕
隊

簿

叶

抵

抗

、

コ

ン
デ

ン
サ

ー
の
値

を
代

入
す

れ

ば

・
・
⊥

ゆ㏄瀧

〔
-
。
奪

(ξ
)
占

寒

(…
)
+
邑

と
な

つ
て
、
薯
式

に

一
致
す

る
。
右

の
式

で
明
ら

か
な
よ
う

に
、
時
間
微
分

の
反

鷹

係

敏

を

大
き
く

し
て
ダ

ン
ピ

ン
グ
を
強
く
す

る
に

は
、
積

分

コ
ン
デ

ン
サ
に
併
列

に
入
つ
て
い
る
R

の
抵
抗
値
を
大
き
く
す

れ
ば

よ

い
。
筆

者

の
實
験

で
は
四
〇
〇
K
が
適
當

で
あ
り

、

一

M
以
上

に
な

る
と
周
波
敏

の
高

い
部
分

に
焚

振
を
俘

う
。

B
電
源

の
電
璽
安
定

に
つ
い
て
は
、
特

に
注
意

を
梯
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
直
流

増
幅
器

に
よ
る
高
精
度

の
自
動
電
歴
安
定

装
置

が

必
要

で
あ

る
。
ク
ラ

ン
プ
用

の
電
源

と
し

て
は
、
正
式

の
矩
型
波
獲
生
装
置
を
使
う

の
が
常

道

で
あ

る
が
、
計
算
用

の
直
流

増
幅
器

に
交

流
を

入
れ

、
出
力
側
か
ら
近
似

的
短

型
波
を
取
出

し
て
使
う

こ
と
も
で
き

る
。
観
測

用
C
R
T

オ

。
シ

ロ
は
、
底
流
分
を

リ

ニ
ヤ

ー
に
表

示

で
き
る
も

の
が
望
ま
し

い
が
、

ブ
ラ
ウ

ン
管

の
機
構
上
、
螢
光
面

σ
の
上
下

の
振
幅

に
ニ
ー

三
%

の
喰

違

い
の
生
す
る
こ
と
は
避

け
ら

れ
な

い
。

第

三
節

實

瞼

結

果

・

最
初

は
右
邊

の
時
間
導
函

敏

に
封

す
る
反
慮

係
数
を
0

と
お

い

て

(
則

ち
、
R
を
0

と
し

て
)
解

い
て
み
た
。
第

二
章
第

一
節

で
述

べ

'
た
よ

う
に
、
そ

の
場

合

の
係
藪
行
列

は
逆
封
稽

に
な
り
、
そ

の
特

性

根

は

純

虚

数

と
な

る

の
で
、
解

は
非
減
嚢

の
永
久
振
動
を
績

け
る
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(
第

=
風
)
。
全

部

の
篇

眞

が

、

11
、

馬
は

上

が
負

、

下

が

正

で
あ

り
、

x

の
場

合

と
逆

に
な

つ

て
い

る

次

に
、
積

分

コ
ン
デ

ン
サ

ー
に
直

列

に

一
〇
〇

K

の
抵
抗

を

入

れ

て
、

解

を

牧

束

さ
せ

た

の
が

、
第

二
圖

で
あ

る
。

る
か
ら

、
解

の
値

」

図
・

11

ρ

図
・

11

。。
o
<

・

戸

ξ

11

お

ぐ

"

口
h。

"

o

一
目
盛

五
V

で
あ

を
螢
光
面
か
ら

、
可
成
り
正
確

に
諮

み
取

る
こ
と
が

で
き
る
。
第

二
圖

の
二
は
、

ク
ラ

ン
プ

の
周
期
を
短
く
し

て
、
第

二
岡

の
最
初

の
部

分
を
擾
大

し
た
も

の
で
あ

る
。
前

圃

で
は
不
明
瞭

費
あ

つ
た

非
線
型
性

が
、
非
常

に
よ
く
出

て
い
る
。
第

二
圖

の
三
は
、
同
じ
場

合

に
お

け
る

s
(
図
H
)
を
横
軸

(
一
目
盛

一
〇

V
)
、
s
(
だ

)
を
縦
軸

(
一
目
盛

五
V
)

に
と

つ
た
積
分
曲
線

で
あ

る
。
解

が

図
一
"

O

の
壁

に

ぶ
つ
か

つ
て
、
そ

の
上
を
振
動

し
な
が
ら
鞍
黙

に
牧
束
す

る
有
様

が
は

つ
き
り
と
現
れ

て
い
る
。

更
R

に
を

四
〇
〇
K

に
し
て
、
充
分

に
減
衰

さ
せ
た

の
が
第

三
圖

で
あ
る
。

繰
返
し
型

ア
ナ

コ
ム
の
最
大

の
利
鮎
は
、
係
籔
叉
は
常
籔

の
値

の
攣
化

が
解

に
及

ぼ
す
影
響
を
、
ダ

イ
ヤ

ル
を
廻
す

こ
と

に
よ

つ
て
瞬

間
的

に
且

つ
連
績

的

に
観
測

で
き

る
、
と

い
う
黙
で
あ

る
。
今
度

の
實
験

で
は
、

㍉
を
決
定
す

る
方
程
式

の
常

激
四
〇
V
を
連
績
的

に
減

少

さ
せ

て
み
た
。

こ
れ
は
、
最
初

の
計
書

法
問
題

に
お
い
て
最
大

に
さ
る

べ
き
函

敏

(
図
h
+

b9
営

)

の
係
数
2
を
減
少

さ
せ

る
こ
と
に
外

な
ら
な

い
。
そ

れ
に

つ
れ

て

。。目
b
娼
o
碁
貯
σq
b
冒
昌
Φ
(
等
責
上
線

)
の
傾

斜

は
急

に
な

り
、

不
等
式

に
よ

つ
て
園

ま
れ
る
多
面
錐

の
上

を
、
鞍
黙
が
不
連
績
的

に
移
動

し
て
ゆ
く
。

そ

の
有
様

を
ブ
ラ
ウ

ン
管

の
螢
光
面
上

で
観
察
す

る
こ
と
は
、
中

々
面
白

い
見
物

で
あ

る
。

石Ωε

惨
o
珍
言

σq

喝
昼
β
Φ

が
次
第

に
傾

い

て
、
多
面

錐

の
稜

と

の
間

の
角

度

が
減

つ

て
く

る
と

、
減

衰

が
急

に
悪

く

な

る

の
で
、

R
を

ふ

や

す

か

、

ク

ラ

ン
プ

の
周
期

を

長

く

す

る
か

し
な

い
と

、
牧

束

黙

が

は

つ
き

り
出

な

く
な

る
。

更

に
傾

い

て
新

し

い
鞍

鮎

が
現
れ

る
と
、
再

鞍
点

問

題

の
微

分

方

程
式

解

法
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商

學

討

究

第
五
巻

第
四
號

び
急
速

に
牧
束
性
が
恢
復

す

る
。
そ

の
歌
況

は
、
映
書

に
で
も
と
ら
な

い
と
、
は

つ
き
り
印
象
づ
け
る
こ
と

は
む
つ
か

し
い
。

最
後

に
、
本
回

の
實
験

に
當

つ
て
は
、

工
業
技
術
院
電
氣
試
験
所

の
野

田
克
彦

技
官
、
大
町
齊
技
官

、
鈴

木
昭
三
技
官
、
其
他

多
籔

の

方

々
に
長
期
間

に
亙
つ
て
非
常
な
御

世
話
を
頂

き
、
こ
れ
ら

の
方

々
の
御
援
助
が

な
け
れ
ば
右

の
よ
う
な
好
結
果
を
得

る
こ
と
は
む

つ
か

し
か

つ
た

で
あ
ろ
う
こ
と
を
附
記
し

て
、
感
謝

の
意

を
表
わ
し

て
お
き
た

い
。

(
昭
和
晋
年
二
月
八
日
)
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第 一 圖(R=0)

き

鞍
点
問
題

の
微
分

方
観
式
解
法

一 ψ(u1)
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鷲
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第 三 圖(R=4ρOK)

▼

重

`
'
ン
ニ

b

彗'

一 ψ(u1)

}1,i・}垂 ・ 弓 ・
)・… ヌ ・}ミ1

.."'ll繋 弓"鋭 三凸
・"・',晶 畠"・ ・ 一{り 一 一 卿 一'喚
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ξ

轡
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智

伸

42

'一 ・ 編 鐸'・'{・ 一 …

w.、 、 ‡

ガ ヘヤ ま ラ び

}-il幣 凱 撰 ヅ

彗 弓 …

lll'

ψ(x、)

在 ・

qx(2)

第 二二岡 の 二

商

學

討

究

第
五
巷

第
四
號

第 三圖 の 三

qu(1)

qu(2)

一 ψ(x2)

一q(x1)

∫」" し

£⊥__
で ノ

■
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